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富山県中央植物園研究

園内に植栽されたボタンの開花フェノロジー

山下　寿之

富山県中央植物園　〒939-2713富山県富山市婦中町上轡田42

Blooming phenology of Paeonia suniuticosa

in the Botanic Gardens ofTbyama

Tbshiyuki Yamashita

Botanic Gardens of Tbyama,

42 Kamikutsuwada, Fuchu-machi, Toyama 93912713, Japan

Abstract : Blooming phenology of tree peony PaeonL'a subiulicosa growing in the

Botanic Gardens of Toyama, central Japan, was observed from 2001 to 2005･ Blooming

periods of tree peony va-ied between years, and faste- bloomlng ObseⅣed in 2002 and

2004 would be affected by the hightemperatures before or onset of the bloomlng. The
short period from full bloomlng tO finishing was influenced by foehn phenomenonwith

high temperature and hard wind. ln the Botanic Gardens of Toyama, the bloomlng Of

many Chinese tree peony cultivars was in the late April and that of many Japanese tree

peony cultiyars was in the early May･

Key words ･'Paeonia suhiulicosa, blooming phenology, foehn phenomenon

ボタンpaeoTLa suhhtE･cosaAndr･は中国

原産の木本植物でわが国には平安時代初期

に導入されたといわれ江戸時代以降盛ん

に栽培されてきた｡富山県中央植物園でも

開園時にボタン･シヤクヤク園を併設し､

近年はその開花期についての問合せと同時

に来園者も多数ある｡このボタン･シヤク

ヤク園には2004年4月に確認したところ､

ボタンの日本産園芸種39品種のほかに､中

国雲南省昆明植物研究所から導入した中国

産園芸種21品種が植栽されている｡

本研究では日本産および中国産のボタン

の開花情報を広報するための基礎的データ

を得ることを第-の目的として開花調査を

実施した｡

こ串まで日本でのボタンに関する研究は

苗の主要生産地である島根県を中心に開花

促進に関する研究が多数行われてきた(cf.

青木はか1998,柵木はか1996,浜田ほか

1990)｡またボタンの開花フェノロジーに関

しては､大後･鈴木(1947)や大後(1961)が

昭和初期までに日本各地の気象台で観測さ

れたデータを取りまとめているが, 1953年

の気象庁の生物季節観測法の改正以降ボタ

ンの開花現象の観測は行われていない(中

原1968).しかし､データの出所は明らか

でないものの橋田(1986)や百瀬(1998)は大

後(1961)とは異なるボタンの開花前線を表

しているo　これらの開花前線から判断する

と富山でのボタンの開花は5月10日頃とい
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うことになる｡しかしながら､富山県にお

いてはこれまで定量的に観察された記録が

ないため､実際の開花日は不明である｡

本研究をすすめるにあたり､富山県中央

植物園友の会ボランティアの粟島紀子氏､

竹島婦美子氏,作井弘氏には開花調査を手

伝っていただいた｡できるだけ精度を高め

るために短い調査間隔でデータをとるには､

ボランティアの協力がなければ実現しなか

った｡また､富山大学極東地域研究センタ
ー助教授和田直也博士には､論文を査読し

ていただき､有益なご助言をいただいた｡

心よりお礼申し上げるo

調査方法

開花調査を開始する前年の2000年に､調

査時期と調査間隔､開花の段階(以下開花

ステ~ジとよぶ)を決めるために予備調査

を行った｡実際の調査は2001年から2005

年までの5年間､つぼみの肥大が始まる4

月中旬から花弁が脱落する5月中旬まで､

つぼみの段階では1週間に1回程度､つぼ

みの肥大が進行してからは3日に1回の間

隔で観察を行った｡開花ステージは株ごと

に､以下の判定基準にしたがって7段階に

判別して記録した｡

0.5 :托葉よりもつぼみが小さい

1 :托葉よりもつぼみが大きいか､つぼみ

の直径が1cm以上に肥大

】･5 :株あたり1個でもつぼみが1｡m以上

に肥大して､花弁の-一部がみえる

2 :花弁が見えているつぼみが株あたり半

分以上ある

3 :雄蕊や雌蕊が見える状態まで花弁が展

開しているが､株あたりでは半分未満

4 :株あたり半分以上が3の状態

5 :株あたり半分以上の花が花弁を落下さ

せている

本研究では開花ステージ3をその株の開花

日とし､品種ごとに平均してその品種の隈

花月を推定した｡同様に開花ステージ4､ 5

についても品種ごとに算出した｡ただし､

2002年には枝折れによって､開花ステージ

5まで記録できない品種があった｡

また､ 1品種あたり3株以上植栽されて

いる品種のうち, 5年間毎年3株以上の開

花データが得られた品種､中国産ボタンで

は紛蛾梼･墨魁･二嬬･嬬容三変･膜脂紅･

項璃紅の6品種､日本産ボタンでは白王獅

千･七福神･島錦･時雨雲･桜獅子･初烏

の6品種を対象に､開花と気象との関係に

ついて検討した｡気象データは富山気象台

ホームページに公表されているアメダスデ
ータのうち､富山県中央植物園の最寄りの

観測点である富山のデータを用いた.

結　果

中国産ボタンの開花

6品種とも2002年と2004年は他の年と

比べて10日はど開花が早く､ 4月15日ご

ろに開花が観察された(Fig.1)｡ 6品種のう

ち比較的開花が早かった品種は､紛蛾婿､

ニ婿､項璃紅の3品種であった｡開花ステ

ージ3から開花ステージ5までの期間を開

花期間とすると､5年間で最短だったのが5

日間(2003年馬場紅)､最長が15日間(2004

年粉蛾矯)で､多くの品種は川日間前後で

あった｡開花から開花率50%未満の期間

(開花ステージ3)は2005年にいずれの品種

とも3日間以内でその他の年よりも短く､

2004年には2日から8日間と品種による違

いがみられ5日間以上の長期間を要する

品種が多かった｡特に膜脂紅､二橋はそれ

ぞれ8日間､ 6日間を要したC

開花率が50%を超えてから開花終了し

た花が株あたり50%以上に至るまで(開花

ステ~ジ4)の日数は､最短で2日間(2003

年喝堪紅)､最長13日間(2CNh年粉蛾橋)で

あった｡
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Li｣下･ボタンの開花フ工ノロジー
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Fig･ 2･ BJoomlng PhenologlCal diagram of six Japanese tree peony cuJtivaTS.

Huches show in Fig･ 1･
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日本産ボタンの開花

中国産と同様に2002年と2004年にはど

の品種も5日から10日開花が早かったが､

2002年以降は品種による開花開始時期に

ばらつきが見られ中国産品種と比べると

1週間ほど開花開始が遅くなる傾向が見ら

れた(Fig.2)｡調査期間中比較的開花が早か

った品種は桜御子,時雨雲の2品種であっ

たのに対し､遅い品種は初烏ならびに七福

神であった｡また､開花株が少なく解析の

対象にはならなかったが､黄色系品種の金

閣､金帝はさらに開花が遅れる傾向がみら

れた｡開花期間はデータが不完全な2002

年を除くと､最短で4日間(2003年時雨雲)､

最長11日間(2(対4, 2005年白王獅子)で､

多くの品種は7日間前後であったo開花か

ら開花率50%未満の期間はいずれの品種

とも各調査年3日間以内で､短期間のうち

に1株あたり半数以上の花をつけたことに

なるC開花率50%を超えてから開花終了が

50%以上に至るまでの日数は､最短で3日

間(2003年時雨雲)､最長で9日間(2004年

桜獅子､ 2005年白王獅子,初烏)であった｡

考　察

日本産ボタ.ンの場合､シヤクヤクを台木

とした接ぎ木によって増殖した苗の流通が

主流であることから(塚本, 1984)､台木に

使用する品種が同じ場合,遺伝的系統が大

きく異ならない限り開花現象の差異は少な

いものと考えられる｡また､中国産ボタン

は日本産の品種に比べて開花が5日から10

日早いことが指摘されており(細木はか

1996)､本研究とは品種が異なるものの､同

様の開花期の差が認められた｡中国産品種

の接木の方法はシヤクヤクを台木とする方

法以外に､ボタンを台木に用いることが知

られている(王1997)｡実際に植物園内の

挑黄という品種の根元からこれとは異なる

ボタンの花が観察されたことから､植物園

に導入された中国産品種の台木にはボタ

が使用されており､このことが開花期の

いの要因の1つと考えられる｡

ボタンの開花に影響する気温について､

開花10日前から開花前日までの積算日

均気温(ADMT)を品種ごとに平均値を算

して比較した(Table 1)｡中国産ボタンは

種別平均129.2-144.5℃ ･dayの積算温度

開花し､日本産ボタンはそれよりも若干

く･平均140.4-156.7℃ ･dayの積算温度

要し､開花日が年によって異なっていたi

もかかわらず､ほぼ一定の積算温度を示

た｡このことはボタンの開花が積算温度i

強く依存していることを裏付けるもので

る｡

†　　2001 ~士-　2003　-くト　200

十　2002 ･･･亡ト　2004

Fig･ 3･ Dauy mean air temperattlre by

decade at Toyama Meteorological Station

during tree peony bloommg.
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March 2007 山下･ボタンの開花フ工ノロジー
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中国産ボタン･口本産ボタンとも年によ

って､開花開始時期が異なっていたことの

安国を調べるため､旬別平均気温の比較を

行った(Fig.3)｡開花の早かった2002年と

2004年には2002年は4月上旬の平均気温

が､ 2004年は4月中旬の平均気温がそれぞ

れ他の年よりも高かった｡一方､開花の遅

かった2001年は4月下旬､ 2003年は4月

上旬､ 2005年は4月中旬の平均気温が他の

畔より低かった｡これらの気温が開花の早

晩に影響を及ぼしたものと考えられる｡

開花ステージ3および4の期間の長短に

ついてさらに詳しく見ると(Figs.1,2)､ 2CKM

年の二婿と婿容三変はステージ3でそれぞ

れ6日間､ 8日間と､株あたり半数以上開

花するまで長期間かかっており､さらに粉

城崎はステージ4で13日間を要した

(Fig.1)｡この期間の気温の推移は4月18

日に日品高気温が30℃近くまで上昇した

が(Fig.4)､4月16日から18日にかけてと､

4月20日から21日､23日から26日､さら

に4月27日か29日にかけての日義低気温

が10℃以下にまで低下していた｡これらの

低温の影響を受けて開花開始から開花数が

株あたり半数以上になるまでに長時間を要

したものと思われる｡
~方･ 2003年には中国ボタンの嫡容三変

と巧璃紅､日本産ボタンの時雨雲は開花率

が50%を超えてから2-3日のうちに花弁

が落下していた(Figs.1,2)oこの期間の気温

のデータをみると(Fig.4)､日最高気温が

25℃以Lの高い日が続いており､さらに5

月2日には最大瞬間風速17.9mの南南西の

強風が吹いていた｡このようにフェーン現

象特有の高温と強風によって花弁の劣化が

早まり､短期間のうちに開花を終了させた

ものと思われる｡

今回の調査結果から富山県中央植物園に

おけるボタンの見頃の時期は､中国産品種

は4月20日から30日､日本産品種は5月

1日から5日にかけてであることが示唆さ

れた｡これは大後･鈴木(1942)や橋田

(1986) ･百瀬(1998)の示した開花前線より

も10日ほど早く.近年の地球温暖化が影響

していることが考えられる｡
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富山県中央植物園研究報

宮山県中央植物園におけるパパイアの産地栽培

兼本　正1)･田村　歩1'･安西佐織2)･和田美智子2)

l)富山県中央植物園〒939-2713富山県富山市婦中町上轡田42

2)富LLJ市教育センター婦中適応障害指導教室〒939-2727

富山県富山市婦中町砂子田1-1

0pen-air cultivation of Carica papaya 'Kouhi'(Caricaceae)

in the Botanic Gardens ofTbyama

Tadashi Kanemotol), Ayumi Tamural), saori Anzai2) & Michiko Wada2)

1) Botanic Ga-dens of Tbyama,

42 Kamikutsuwada, Fuchu-machi, Toyama 939-27 13, Japan
2) Education Center for Toyama City,

1-I SIJnagOta, Fuchu-machi, Toyama 939-2727, Japan

Abstract : Carica papaya (Caricaceae), a tropical fruit plant, was experimentally

cultivated in an open field in the Botanic Gardens of Toyama, Toyama Prefecture, central

Japan, from May 9, 2005 to November 14, 2005･ The average sizes of eight plants

increased from 39 to 177.3 cm in height, from 3.13 to 1314 cm in basal diameter of the
stem, and from 60 to 21100 g in weight during the cultivationL They flowered from early

June to middle of November, and bore fruits from early August to early October. Each

plant had 18-39 fruits, thus, a totalnumber of the yield was 210, and more than half of
them weighted over 500 g. They were immature as "green papaya", however good for
use as vegetable･ No marked damage by diseases and insects was observed･

Key words : Carica papaya, open-air cultivation, Toyama Prefecture

パパイア属(carica L.)は巨大草本性植

物で熱帯アメリカに22種が自生し(橋本

1996),熱帯果樹としてパパイアCarica

papaya L･､ババコCI PentagOna Heilborn,､

マウンテンパパイア　C. candamarcefLSLs

Hook. f.の3種が栽培されている｡これら

のうちパパイアは熱帯および亜熱帯各地域

に最も普及しており(土橋2(X氾,岩佐1974)､

優良品種としてハワイのソロ(Solo)､オース

トラリアの改良ピーターソン(Improved

peterson)､フロリダのベティ(Betty)､イン

ドネシアのスマンカ(semamka)が知られ

このうちソロが生食用としてもっとも優秀

な系統とされている(久保田1996)｡完熟

した果実は生食される以外に､ジュースや

アイスクリーム.ジャムなどの材料として

利用され､東南アジア､熱帯アメリカでは

未熟な果実をグリーンパパイアと称して,

サラダ,妙め物､煮物､漬物に利用されて

いる(吉田1988,吉田･菊池2001)｡食物

以外の利用としては､植物全体に含まれる

タンパク質分解酔素のパパインが医薬品と

化粧品の材料､皮革加工や食品加工の添加

物として利用されるはか､葉や種子に含ま
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LS(J l,富LLJrFJ-の月別平均降水量と月別

､L'-･均気温の推移. (気象統計情報富

山地方気象台, 1971-2mX)午).

れるカルパインは強心薬としてジギタリス

の代川■弘となっている(中村1978,久保EEI

19t)6,橋本2000).このようにパパイアは､

植物体､未熟な果実､完熟した果実､種子

など多方面において利用されている有用な

熱描果樹といえるQ

岩.'一佐(2001)によると､パパイアの生育

条件は､始終日当たりのよい場所で最低気

温16℃以上(旺盛な生育適温は26-30℃) ､

地温は20-30℃､降水量は年間1000mm以

卜であり､適正な環境下であれば､宙を植

え付けてから1年以内に開花結実する｡日

本では経済栽培地としては琉球列島の沖永

良部島が北限であり､沖縄では生食用や加

r二川の果実生産がある(久保田1996).富

11偵川1央植物園の北方約10kmに位置する
'LinLJ地方気象台の1971年～2000年におけ

る観測データよると､富山市の年平均気温

は13.4℃､年平均降水量が2245mmである

が5-1 0月間の平均気温は20.6℃､降水

鼓は1108mmとなっており(図1)､富山市

において5-10月の6ケ月間はパパイアの

I-i-.育条件を十分に満たしている｡富山県中

央植物園では熱帯果樹温室に2品種5株の

パパイアを栽培展示しており､周年開花結

実が見られるが､上述のように夏期は屋外

でも栽培可能なことから,富山県における

パパイア経営化栽培の可能性を探るため

2005年5月～11月の間､屋外展示園におい

てパパイアの露地栽培試験を行った｡

材料および方法

石畑(2000)によると､パパイアは播種

後5-6ケ月で開花が始まり､ 9-14ケ月で

結果樹齢に入ることから,播種から結実ま

でに少なくとも10ケ月間は必要である｡し

かし富山市において露地栽培でパパイアが

生育可能となる時期は5-10月の6ケ月に

限られる｡このため材料としては､早い生

育と開花を特性とする品種(紅妃)の苗を

用いた0 2005年5月9日高さ25cm､ 3m2

の木枠内に山砂と完熟堆肥を1 : 1と牛糞

200kgを混合した用土を投入し. 1mの間隔

で合計9個体植え付けたo施肥は2週間に

1回粒状化成肥料(アンモニア性窒素:可

溶性リン酸:水溶性カリ:3:6:4)を根回

りに200g散布したo表土の表面が乾かない

ように潅水を適宜行った｡週一回茎の基部

直径と高さを測定し､着果数を測定した｡

開花後､雌花の花被が脱落し､子房が緑色

になったものを｢着果｣と判定した｡栽培

は最低気温が15℃以下となった11月14日

まで行い｡耐寒性観察のための1個体を除

いて抜根し､前記に加えて植物体の生重量､

収穫した果実の長さ､直径､重量を測定し

た｡気温データは富山県中央植物園の温室

管理システムの外部気象デ-夕を用いたo

結　果

植物体の生育

5月9日に園内に定植した9個体のうち､

6月1日に1個体が枯死したため､残り8

個体を11月14日までの189日間栽培した｡

平均気温が18℃以上となった5月下旬頃よ

り茎高と茎の基部直径は急激に発達し始め.

平

均

気

温
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図2.富山県中央植物園における平均気温とパパイア`紅妃'の平均茎高の推移.

縦線は標準誤差(N-8)を示す.

雄花と雌花が混生しているが､開花初期の

雌花は結実することなく落花した(図5) 0

結実

平均気温が20℃以上となった8月1日か

ら開花した雌花は結実し､平均気温18℃以

下となる10月上旬頃まで1週間に1株あた

り平均2.5個着果した(図5)｡特に8月29

日から9月5日にかけては合計36個着果が

みられた(図5)｡栽培期間中に1個体あた

り平均30個､最も少ない個体で18個､長

大で39個の果実が得られ　平均果実長は

16.35土6.0cm､平均果実直径は8.3 ±3.1cm､

平均気温が18℃以下となった10月､ 11月

では生育は停止した(図2, 3)o平均値で生

重量は21.1 ±6.03kg､高さは177.3 ±6.6cm･

茎の基部直径は13.4±8.0mmまで生育した

(表1,図4)｡定植前に測定された任意の1

個体の生重量が0.06kg.高さが39cm､茎の

基部直径が3.13mmであったことから､栽

培後生重量は353倍.高さは4.5倍､茎の

基部直径は4.2倍に達していたC

開花

個体が急激に生育しはじめた6月上旬頃

から開花しはじめた｡花序は散形花序で､

表1. 189日間栽培された株の生長状態

梯高(cm)　　基部直径(cm)　生重義(kg)

定植前の1個体　　　　　　　　　39.0

定植189日後の7億体の平均

313　　　　　　　　006

177･3±6･6　　13.4±8.0　　　21 2±6 03

170･0 -189･0　12_2 - 14.5　　13.5 I 29.5
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図5.富山県中央植物園における平均気温とパパイア`紅妃'の週あたりの着果総数

アスタリスクは開花がみられた週を示す.縦線は標準誤差(N-8)を示す.

平均重量は557.9±447.1gであった(表2)a

今回得られた果実は長楕円形で1株に結実

する果実には様々な発達段階がみられた

(図6) ｡得られた果実のうち､約50%は

500g以上あり､約33%は500～100Og､約

14%は1(X氾～1500g､約3%は1500-2000g

であった(図7) ｡これら果実は完熟まで

に至らなかった｡

病害虫および天候による被害

栽培期間中において病害虫による被害は

認められなかったo5月18日にフェーン現

象による強風(最大瞬間風速27.6m/秒)

によって定植直後ではほとんどの葉は損傷

を受け､その後黄変して脱落したが. 1週

間ほどで新乗が展開した(図8A) o　また9

月7日には台風14号による強風(最大瞬間

風速27.1m/秒)により花と若い果実が落

下した(図8B) 0 11月21日は最低気温が

1.7℃となり,降霜によって葉は枯れたが

(図8C) ,霜が当たらなかった茎頂部とそ

の周辺のつぼみには被害はみあたらなかっ

た(図8D) . 12月13日に47cmの降雪が

あり､積雪により凍結した茎頂､つぼみ､

果実は黄褐色に変色し､その後株は枯死し

た(図8E,F)0

考　察

パパイアの好適温度は25-30℃であり､

高温を要求する果樹であることが報告され

ており(石畑2000) ､富山市の気候では気

温条件が維持できないと思われた｡しかし

今回の栽培実験から平均気温15℃以上で

旺盛に生育し.平均気温20℃以上で開花結

実していることから､ 5-10月の5ケ月間

の間に富山市においてパパイアを栽培する

ことは十分に可能であり､未熟であるが平

均30個の果実が得られるJIoパイアの病害

としては菌類の寄生や細菌に感染による立
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表2.定植185日後のパパイア`紅妃'の果実数とサイズ

株　　結実数　　果実長(cm)　直径(cm)　　生重量(g)

1　　　　36　　　16.9±5.4　　4.3±】.6

(3.5-26.0) (1.0-7.2)

2　　　　27　　　18.1±6.2　　4.2±l.7

(7.0-28.0)  (1.卜7,6)

3　　　　18　　　　14.8±6.1　　4.5±1.6

(5.0-26.0)  (I.418.0)

4　　　　28　　　14.7±5.9　　4.2±1.7

(5.0126.0) (1.3-8.3)

5　　　　34　　　15.4±5.5　　4.3±1.6

(4.0-26.0)  (1.4-6.4)

6　　　　28　　　17.6±6.4　　3.9±1.5

(6.0-35.0) (I.卜6.8)

7　　　　39　　　】7.3±6.3　　4.1±1.6

(4.5-26.5)  (トト7.3)

630.7±475.7

(10.0-1760.0)

570.8±450.5

(40.0-1500.0)

518.0±437.6

(5.0-1450.0)

540.9±505.9

(5.0-1600.0)

498.】±404.7

(10.0-1885.0)

516.9±406.5

(10.0-1450.0)

637.7±476.3

(10.0-1695.0)

令株　30±7.0　16.3±6.0　　4.2±1.6　557.9±447.1

(18-39)　(3.5-35)　(1.6-8.3) (5.0-1885.0)

合計　　210　　　　　　　　　　　　　　　177,167

枯病､炭そ病､軟腐病､癖か病､ウイルス

感熱こよるパパイアモザイク病が報告され

ている(渡遇1980) ｡今回の露地栽培実験

では病害虫の被害は認められていない｡パ

パイアの柴柄はしい空となっており､葉柄に

比較して大Jt匹の柴をつけることからフェー

ン現象や台風時の強風によって煽られた葉

は引きちぎれ花や未熟な果実は落ちてし

まうことから強風に対しては弱い｡低温の

披JLE子では､霜が直接当たった部位は枯死し

たが.茎頂など葉で覆われ霜が当たらな

かった部分は被害がないことから意外に耐

寒性があり5℃程度でも生育可能であるが､

降雪によって凍結した部分は黄褐色に変色

し､その後枯死した｡

果実の完熟には着果から少なくとも4ケ

Fl要することが報告されている(石畑

2000) ｡今回の栽培実験から富山県でのパ

パイアの露地栽培において安定した結実は

8月上旬以降であり､その4ケ月後には11

月になってしまい､果実の肥大生長後の充

実期に入る直前に気温が低下してくるため､

富山県では露地栽培において果実は完熟ま

で至らないo Lかし未熟な果実はフィリピ

ン,台湾､沖縄などで｢グリーンパパイア｣

と称し､野菜として抄め物､サラダ､煮物

の材料として利用され(吉田1998,吉田･

菊池2001) ､家庭消費用としては500-600g､

営業用としては100Okg以上の大栗が好ま

れて購入されている(石畑2000) ｡今回得

られた果実の約50%以上は500g以上ある

ことから､グリーンパパイアとして活用さ

れている果実のサイズとしては問題ない｡

富山市においてフルーツとして利用される
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[対6.定植後189日目(2005年11月14日)の1本のパパイア`紅妃'から収稽された

nl･'尖.スケールは10cm.
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図8.大候によるパパイア`紅妃'の被害, A:フェーンによる強風被害(2005年5月13

日), B:台風14巧による強風被害(2005年9月7日,矢印は落花･落果のあと),

C,D:降霜(2005年11月21日,茎頂は影響ない), E,F‥降雪(2005年12月13日,

凍害を受けた茎頂).スケールは10cm.
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完#ルたパパイアを得ることは国難である

が､未熟な果実を野菜として利用する｢グ

リーンパパイア｣を収穫すること十分可能

であることが実証されたC

栽培管理および各部の測定には贋揮和

氏､小紙美咲氏､竹村晃一氏､新田異也氏､

喜多穂乃香氏､後藤実耶氏､大橋荊某氏､

埜田優氏､水畑芽衣氏の協力をいただいた.

深く感謝する｡
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古典園芸植物ツワブキー歴史と現存品種一

奥野　哉1)･中田政司2)･三位正洋3)

1) 〒599-8236大阪府堺市中区深井沢町3250-201

2)富山県中央植物園　〒93912713富山県富山市婦中町上轡悶42

3)千葉大学園芸学部植物細胞工学研究室　〒27卜8510　千葉県松戸市松戸648

FarPigium japonicum (Astera.ceae) as a traditional garden plant
inJapan - a historical review and the present cultivars -

Hajime Okunol), Masashi Nakata2)& Masahiro Mii3)

1)3250-201 Fukaisawa-machi, Naka-ktl, Sakai 599-8236, Japan

2)臥tanic Gardens of Toyama,

42 Kamikutsuwada, Fuchu-machi, Toyama 939-2713, Japan
3)hboratory of Plant Cell Technology, Faculty of Horticulttlre, Chiba University,

648 Matsudo, Chiba 271-8510, Japan

Abstract : Faゆglum JaPOnicum (L.)Kitam., (Asteraceae) , Japanese mane: Tsuwabuki,

is a traditional garden plaTlt in Japan. The variants selected fromwild populations of the
species have been cultivated since the Edo period, and at present more than 100 cultivars

are kJIOWn･ Brief horticultural histories of F JaPOnlCum and its cultivars were

stJmmarized･ Based on the philologlCa] study and observations on representatiye 91

cultivars couected from various Parts Of Japan, horticultural terms which express

morphologlCal characters of these cultivars were revised. The　9l cultivars of F

JaPOtuCufn Were described by using the revised terms.･

Key words.'Asteraceae, FaTfLgium J'aponLCum, horticultural cultlVar, traditional

garden plant, Tsuwabuki

キク科のツワブキFaゆglumJaPOnLcum (L.)

Kitam,は中国､日本､韓国の主に海岸に分布

する多年生草本で､桑が常緑で晩秋に大型の

花をつけることから観賞価値が高く､江戸時

代には茶室の庭などで栽培されていた(北村

1982,北村他1989)｡また､野生株からの自

然突然変異､芽変わりといわれる選抜個体の

芽条突然変異､およびそれらの交配に由来す

る葉の形態変異や斑入り､頭花の形態変異や

色変わりなどの=変わり物日が古典園芸植物
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そこで∠沖.]は､卜;ば.■"7一種の歴史について調査

するとともに､奥野および富山県中央植物園

が妓培･保存している91個体(品種)を継続

的に税無し､変yLlr3fliにかかわる用語の再検

討と各I5tl.fFnこついての記載を行った｡

文献にみるツワブキ

ツワブキにf英ける古い記録では,奈良時代

に文化風土や地y,鴨を記録編纂した『出雲風

土iA.加(733)に｢挑波(つは)｣とあり､意宇

郡､嶋根郡の産地が挙げられている(松田

197l,木村】988)D t｣本品古の園芸書『花壇綱

目』 (1681)には｢つは　花黄色なり｣とある

ことから､花が銚質されていたことが伺えるo

元禄時代の江戸の園芸苔『花譜』 (1694)では

｢通和(つは)｣の文字が当てられ｢款冬の

柴に似てあつく､光あり｡秋黄花を開く｡単

栄(ひとへ)の矧こ似たりo是又園末にうへ

て､仕趣をたすくべLo (後略)｣と記されて

いるo翌iHこ光子ほれた伊藤伊兵衛三之丞の

『花地地錦抄』 (Ⅰ695)では｢つわ　花うこん

菊のごとく菓丸ク冬も有｣と常緑性であるこ

とが記されている｡ ｢うこん菊｣は菊の品種で

白の中輪である｡ 『花譜』の著者貝原益軒が著

した『大和本草』 (1709)では雑草類に分類さ

れ｢事柴款冬二似タリ　ー名山フキト云フ

(中略) lLJ茎ヲ食スル二味フキノ如シ　皮

ヲ去テフキヲ食スルコトクスへシ　又煮テ乾

シテ収メLE;-キ食スへシ｣とあり､葉柄をフキ

と同様に食用として利用していたことが記さ

れている｡ ｢款冬(かんとう)｣は中国の本草

吉にある植物で､日本では平安時代に深江輔

仁が『本鞘口名』 (918頃)において｢款冬｣

は口本にあるフキとして｢也末布々岐(やまふ

ぶき)｣の名を当てたが､貝原益軒､小野蘭山

もこの説を採りツワブキは似て別物と認識し

ていた｡ところが寺島良安が著した江戸時代

のLjA科可をEE畦『和漢三才図会』 (1712)ではツワ

ブキに｢豆和(つは)｣の文字を当て､これを

｢放冬｣とみなし､ ｢蕗(7キ)｣との相違を

No ll2
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図1. 『草木錦葉集』のツワブキ園芸品種. (富山県中央植物園蔵)

;室享egg!喜喜gSgBgg喜gig菱iit喜萱裏書gif墓室hgfS:fiif誓書Si

つはぶきの花｣　良電(1758-1831)

これらは､ツワブキが庭先や垣根といった身

近なところで見られることを示しており､江

I- ;時代後期には露地でも普通に植栽されてい

たことが想像できる｡

文献にみるツワブキ園芸品種

『草木錦菓集』 (1827)では｢石蕗の類､棄

告｣とあり､ 6品種が解説され内5品種が図

示されている(図1)o解説と図版は`石蕗白

覆輪'一名`銀つわぶき'(図版では`っわふ

きふくりん')､ `同白ふくりん次の方' (図版

では`銀ふくりんつわふぎ)､ `石蕗共布'(図

版では`麻布黄布'), `同白布' (図版なし)､
`同星布' (図版では`星布つわふぎ), `牡

丹つわぶき'一名`鬼つわぶき'(図版では`ぼ

たんつわぶぎ)のとおり対応しているo `石

蕗白覆輪'は｢芽出し赤みありて軸赤きかな

上品　後も暗まず目し｣とある｡本品種は古

くから栽培され､庭園の下草として広く利用

されている現存の`銀月'かもしれない∴銀

つはぶぎ(図2),一一種`かんつはぶぎ

在のカンツワブキ)の解説とそれらの図

ある｡ `志かみつはぶき'は｢葉の周り放

状鶏冠花の如く花もまたよれたり｣とあ

現

が

形
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rX12. 『本草図譜』 (大正版木版)の`志かみ

つはぶぎ. (富山県中央植物園蔵)

ツワブキ属FaffLgL'umはLindleyによって

『Gardener's Chronicle』に発表されたが

(Lind)ey I 857) ､ J己となったFgt･andeLind).は

成増植物のキモンツワブキである(Kitamura

1939a)o Fortune(1860)によるとこの植物は

1854-】856咋の中国旅行を機にイギリスに

蒋人されたもので､彼がNingpo(寧波)の市内

で見つけたものであり､もとは北京からもた

らされたものだという｡気候を考えると北京

で斑入りツワブキが栽培されていたとは考え

難いが､中国国内で園芸化されていたことは

間違いないo　この植物は『curtis's Botanical

Magazine』の第5302図版(図3)に描かれてお

り､ Hooker (1862)は､ ｢Lindleyは新種新属

としたが､ Kaempferの頃から日本にあること

が知られていた｣として学名をツワブキ

LL'gularLaぬempferi Siebold et Zucc.の変種var.

aure0-maculata Hook.f.に変更した｡

Kitamura (I 939a)は『植物分類及植物地理』

でツワフキ属を認めて整理し､ FatPgiwn

tussL'lagineum (Burmann) Kitam.にツワブキ､

品種f.aure0-macLilata (Hook.f.)Kitam.にキ

モンツワフキ､変種var. gigantea (Siebold et

zucc.) Kilam.にオオツワブキ､オオバノツワ

ブキ､トウツワブキ､変種var. crLfPata

(Makino) Kitam.にボタンツワブキ､オニッ

ワブキ､シガミツワブキ､台湾産変種var.

/ormosana (Hayata) Kitam.にタイワンツワブ

No. 1Gald. Toyama
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味深い｡

aureo_maculaLa (Hook.f.)Kitam.とすべき

ど学名に誤りがあるo　シガミバツワブキ

｢葉面が不規則にシワを現し,隆起した綿

にみえる｣とある｡キフクリンツワブキは｢

縁にそって5mmぐらいの幅に黄色虹の表れ

もの｣とあることから現存の`金環'と考

られ　ニシキバツワブキは｢菓縁からみこ

な白色の蹴込みの斑が不規則に現れる｡一一

にはこれを`ふいりばと呼んでいるo｣と

葺鮎
図4. 『l右1三･大辞典』の写真(転載). A :山中

氏第九晩　B:くにがみつはぶき(山中).

つはぷきが,i己録されているo ｢(園芸)品種は

24純くらいあるらしい｣と書かれていて､昭

和10年頃のll.7.稗として山中又六などが収集

した`黄紋獅(･'､ `爵紋菓'､ `くにがみつはぶ

ぎ､ `小姓獅｢･'､ `獅(･柴'､ `中葉黄紋'､ `中

柴椎'､ `早咲椎'が紹介されているが､本書に

ある品種に対しては誤った解釈がされている

場合も多い｡ `黄紋獅子'は写真の｢山中氏第

九航｣ (陛1 4A､転載)が対応すると考えられ､
''j'･兵と｢農紋集で菜の表面近くから獅子柔に

みるような角状突起物を現はし､葉面には級

縮がない｣との解説から､掌状葉で集線が浅

裂から深裂し菓面に突起がでる形質であって､

現在では共通認識になっている集線の波状の

ヒダを指す｢シシ｣には該当しないと考えら

れる｡ `小乗獅子'､ `獅子菓'についても葉の

縁のヒダではなく柴の飯縮についての記述に

なっているD `くにがみつはぶき' (図4B､

転載)は｢圃扇状で鉄刻多く(中略)琉球国頭

魔｣との解説から､リュウキュウツワブキと

推察される｡

園芸雑誌『ガーデンライフ』 (降旗･広瀬

1981)では`金環'(黄覆輪ツワブキ), I縮緬

(しがみさX)ツワブキ'､ `竜頭'(たつがしら

=縮緬の--一系統)､ ■縮緬天の川'､ `亀甲ツワ

ブキ'､ `金紋ツワブキ'､白の散斑､ `錦菓ツ

ワプキ'､ `もみじ葉ツワブキ'､ `ふざれツワ

ブキ'､ `鬼ツワブギ(シンパツワブキの一系

紘)の11品種(個体)の写真と､著者たちに

よる解説がある｡降旗は園芸品種として`金
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ることから現存の`銀月'と考えられる｡

『園芸植物大事典』 (北村他1989)ではツ

ワブキEjaponEcum (Lf.)Kitam.の変種として

オオツワブキvar. gigantea (Siebold et Zucc)

Kitam.とりュウキュウツワブキvar. luchuenSe

(Masam.)Kitam.が紹介され園芸品種として
`星洗ツワブキ'､ `自覆輪くずれツワブキ'､

`キンカンツワブギ､`ボタンツワブキ'､`黄

紗｢1斑ツワブキ'､ `シカミツワブキ'の解説

と､FjaponE'cum cv. `白覆輪くずれツワブキ'､

FJaPOnL-cam 'Anreomaculatum'`キモンキツワ

ブキ' (キモンツワブキの誤記か)､ F

JaPOnL'cumcv. `ボタンツワブキ'の写真があ

る｡これらの表記からは.かっては品種や変

種として扱われたキモンツワブキやボタンツ

ワフキが､ツワブキの園芸品種に格下げされ

たことが推察される｡-シカミツワブキ'は｢葉

の占L帥こ無数のしわが寄った､変異柴の一種｣

とある｡なお､ 『草木錦薬集』の`ぼたんつわ

ぶき'について｢葉の縁の縮れたボタンツワ

ブキの伽入りがあげられている(後略)｣と解

脱されているが､原図(図1参照)をみると葉

のよ巾が黒で東面が白で描かれていることか

ら､これを斑入りと見誤ったのであろう｡

Lrl迫の文献では､楯岡･荻巣(1997)の『絵

で見る伝統園芸植物と文化』がある.日本の

伝統園芸植物33植物群の園芸文化史と品種

が写真とともに紹介されており､古典園芸植

物としてのツワブキについても江戸時代およ

び人LI二から昭和にかけての園芸史がまとめら

れている｡特筆すべき品種として､千葉の`黄

金典ツワブキ'､出雲の`出雲オロチ'､橿色

の花をつける変わり花`大森朱王'などが記

録されている｡園芸雑誌『花にんき』 (2001)

では｢猪lU､ ｢石化｣､ ｢枝分れ｣､ ｢羅紗｣とい

った形態変異種や｢斑入り｣品種などの7 3

lrllllf垂(個体)が写真で紹介されている｡おも

に千典県の愛好家が栽培するもので新しい品

種が多い｡またツワブキの園芸史､品種､栽

上削去なども対談形式で解説されている｡この
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衣1.ツワブキ園芸品種名の変遷

星状の斑が入ったもの 辛線が波状のヒタになるもの

坑木鍬ILE集( 1827)

本草図譜( 182H)

ホシ7ツワフキ
ボタンツワブキ

オニツワフキ

築面が触締する手,U)

植物分類及植物地理

(Klt(lmur.,I l耶9)

キモンツワフキ

ボタンツワフキ

オごノワプキ

シカミツワフキ

園芸大辞典(1953)

放新園芸大辞典(198 i)

キモンツワ7キ ボタンハツワプキ

キンモンツワフキ
シシハツワブキ

ボタンハツワプキ
シガシ､ソリブキ

ホンフツワフキ

キンモンツワフキ

ンシ(ハ)ツワブキ

ボタン(ハ)ツワ7キ

チリノンノリブキ

コウリュケソワrj =V

対応す71)現作の個体

(I/ロ-ン)a)品種名

`渦潮'､ `薩摩牡丹'､

`牡丹獅子'､ ■舞獅子'

`雪紅牡丹'

L火雲'､ `魁I-fl-JJ'､

`竜頭'､ `刺二叩舵'

`山久能'

ツワブキ関芸品種の変兜形質に関する園芸

川掛ま､前述のように語意の変遷があるだけ

でなく､他の古典園芸植物で使われる用語か

らの供用もみられるo　しかし植物によって定

義が異なる場合があることから､ツワブキ独

自の用語を定める必要がある｡今回の調査に

おいては､仝草では2種板の形態変箕が､葉

では15種類の形態変異と9種類の斑入りが､

頭花では4種類の形態変異と3種類の色変わ

りが観察された｡以Fでは分類基準の明確化

を目的に､古典園芸植物としての万年青や朝

顔などと比較しながら形質の再検討を行い､

用語の定義づけと分類を試みた｡

1.形質の現れ方に関する用語

①本芸(ホンゲイ) :形態変異種は季節や栽

培環境によって表現型(芸)が異なるこ

とが多いが､観賞を目的に期待されてい

る表現型を指す｡

②段芸(ダンゲイ):多芸(タゲイ)ともい

う｡形質変異が複数現れている状態を指

す｡多芸の個体を｢多芸品｣という｡

(勤春芸(ハルゲイ) :ツワブキは春と秋に新

薬をだすが.本芸が春に現れることを指

す｡

④秋芸(アキゲイ) :本芸が秋に現れること

を指す｡葉の形態変異種では春芸品種に

比べ秋芸品種のほうが多い｡

⑤周年芸(シュウネンゲイ) : Ll:-F日を油

本芸が現れることを指すが､戚辞,'にi

葉と秋葉の形質は多少兜なることが

⑥地(ジ):地合い(ジアイ)ともいう｡

身表面全体に羅紗芸や縮緬芸が現れ

合に､羅紗地(合い).縮緬地(合い)

いう｡

2.全草の形態

(王)短鶏(チャボ) :全章が接′川ヒしたもの

真5A)｡

(卦豆(マメ) :全章が極端に綾小化し､

は全線､楕円形から円形になるもの

真5B)｡

3.葉の形態

A.菓身の形態

①獅子(シシ) :集線が波状のヒダにな

の(写真5C)o ｢牡丹(ボタン)｣

て

lf･

い｡

葉

場

と

′′∫

身
'J I･

がスプーン状に窪むものを指し､

キの｢受け菓｣と類似する｡

②車(クルマ) :葉縁が浅裂から探裂

状葉になるもの(写真5D)｡ ｢モミ
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という呼称があるが､モミジバツワブキ

はツワブキの変種として記載があるため

(北村1939)､混乱を避けるために｢車｣

とする｡

③鋸(ノコギリ) :集線が鋸状に細かく切れ

こむもの(写真5E)｡ ｢フギレ｣は同義

三五
FJt7o

④雨垂れ(アマダレ) :葉縁凹部で突起が東

側にド垂するもの(写真5F)｡獅子葉や

車乗などで現れることがある｡

⑤羅紗(ラシャ) :乗が厚く菓身表面が羅紗

布のような地合いを現すもの(写真6A)｡

(参縮緬(チリメン) :葉身表面が細かく敏縮

し縮緬布のような地合いを現すもの(写

真6B)0

(予甲龍(コウリユウ) :葉身表面の一部が不

規則な紋になり線状に隆起するもの(写

真6C)｡万年青の｢雅糸龍｣に類似するo

万年青の｢甲龍｣は葉身表面基部から集

光にかけて盛り上がってでる一筋のひだ

を指すD

⑧昇絶(ショウリュウ) :柔身表面の一部が

隆起し突起がでるもの(写真6D)｡縮緬

集や甲結集に現れることが多いo　万年青

のり諸巨｣と規似する. ｢縮緬｣､ ｢甲龍｣､

｢昇竜｣は雛綿の程度から異なった形態

にみえるが,各々には境界がなく連続し

ているo

⑨猪ll (チョコ) :東身が円形､扇円形でや

や内曲し､葉柄は楯着するもの(写真6

E)o ｢盃(サカズキ)｣は同義語o

⑩受け(ウケ) :集線が上向きに反り返り､

菓身表面がスプーン状に窪むもの(写真

6F)o　朝顔では｢獅子｣というo

⑪打込み(ウチコミ) :葉脈が窪んだもの(写

真7A)a

⑫鈴虫剣(スズムシケン) :葉脈の先端が伸

び葉身東面に針状の突起がでるもの(写

真7B)D単子葉類のオモトやラン科植物

では中肋の先端が内曲しながら伸びるも

No. 1

----: :_--_-
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図5.ツワブキ園芸品種にみられる変異形質の用語1 (本文参照)i A:接鶏(チャボ)

-全草が短小化したもの. ち :豆(マメ)-全草が極端に極小化し葉身が円形のもの･

品種･伊部姫'. C :御子(シシ)-集線が波状のと夕になるもの･品種`雪紅牡丹'･

D :車(クルマ)-菓縁が浅裂から深裂して掌状になるもの. E :梶(ノコギリ)-秦

線が鋸状に細かく切れ込むもの. F :雨垂れ(アマダレ)-菓縁凹部で突起が下垂す

るもの(矢印).品種`手雀'.スケールは5cm.
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喪

至宝妄'ili'-,' 亘ノ
＼＼

榊6.ツワブキ園芸品種にみられる変異形質の用語2 (本文参照). A:羅紗(ラシャ)

-葉が1㌧i<維紗布のような地合いのもの.品種`羅生門'. B :縮緬(チリメン)-柴

身ムl〔lが糾かく紋縮するもの.品種`紅甲龍'. C :甲龍(コウリュウ)-柴身表面の
･,17rSが淡になり線状に隆起するもの.品種`火雲'. D :昇龍(ショウリュウ)-菓身

炎[朗の　▲['IKが隆起し突起が出るもの(矢印). E :猪口(チョコ)-東が円形で内曲し

葉柄が楯崩するもの. ll,Jn種`火山蜂'. F :受け(ウケ)-乗身がスプーン状に窪むも

の　スケールは5cm.
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[対8.ツワフキの頭花の変異. A:八重咲き1 (ツバキの唐子咲きに類似した花型).

l～ノー種`百寿'. B:八重咲き2 (千重咲きといわれる花型) .品種`千寿'. C:八

Ffl:.L咲き3 (ダリアのインフォーマル･デコラテイブに疑似した花型).品種`万寿'.

D :管咲き. E :千鳥咲き.品種`波千鳥'. F :御子柴品種などの花型の一例.

lL"l一種`友禅'. G:黄白色.品種`白兎'. H:山吹色.品種`和泉LLJ吹'.
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SitFqi芸墓諾gRi茎葉:蔓墓望gffgigiefi藁葺?三塁;喜薯葉菜喜Ei喜FS:墓S等:T至芸等;夏至曇Si
⑦散机(チリフ) :葉身全面に細かい点状

の蝕が入るものQ斑の形状によって｢砂

子斑(スナゴフ)｣や｢胡麻粧(ゴマフ)｣

ということもある｡

⑧網目斑(アミメフ) :葉脈､または剰灰

に杵iって網目状の斑が入るもの｡網目

にならない筋状の斑は｢葉脈斑(ヨウ

ミヤクフ)｣といわれる｡

⑨曙斑(アケボノフ) :新薬に斑が入り､

成葉になると消えてしまうもの｡斑型

ではなく,斑の経時変化を指している｡

5.頭花の形質

A.小花の形態

(丑八重咲き:心花の筒状花が舌状になる

もの｡千重咲きやダリアのインフォー

マル･デコラテイブ咲き､ツバキの唐

f･咲きに類似した花型がある(写真8

A, B　&　C)0

②管咲き:辺花の舌状花が筒状になるも

の(写真8D)0 ｢簡咲き｣は同義語o

(診千鳥咲き:辺花の舌状花の長さが異な

るもの(写真8E)｡

④御子柴品種などの花型:辺花の舌状花

が不定形になるもの(写真8F)D葉の

形態変異種にみられることがある｡

B.舌状花の色

(丑黄白色:貞色で開花しその後黄味が抜

けて黄白色になるもの(写真8G)o数

品種が｢白花｣として流通しているが､

白色は現存しないと推察される｡

②帯緑黄色:緑味がかった黄色にみえる

もの｡ ｢緑花｣といわれている｡獅子葉

の個体にみられることがある｡

③濃色:濃黄色､山吹色､朱色にみえる

もの(写真8H)｡

現存するツワプキ園芸品種の解説

ここに記載するツワブキ固芸品種とは､

古典園芸植物として古くから栽培されてき

たい変わり物"ぉよび選抜や交配によって
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十九の宴' (Tsukumo-no-utage)は同

品種o秋芸0

13一亀丸'(Kamemaru) :打込み｡花が咲

かないといわれている｡周年芸｡

14 `祇園' (Gion) :白黄網目斑｡成葉に

なると斑は消える｡周年芸｡

15 `祇園小町'(Gion･komachi) :不規則な

白斑､羅紗､縮緬､甲龍｡周年芸｡

16 `鬼天の川'(Kiten･no-kawa) :日英星斑,

縮緬､甲龍｡ `竜頭'の芽条突然変異｡

周年芸｡

17 `鬼面' (Kimen) :縮緬､甲龍,昇龍｡

柴柄は膿褐色D lt)-くからある品種｡周

年芸｡

18 `麟鮮樹'(氾riqju) :獅子､枝分れ柴

柄から小R;-J.の柴がでる｡柔面の軟毛が

長期間残り､全車が灰白色にみえるo

主に秋芸｡

19 `金環' (Kinkan) :黄覆輪斑｡ `金冠'

(Kinkan)は同品種｡鉢栽培では斑が

エーLJ.にくい｡主に春芸｡

20 `銀月'(Gingelsu) :白描込み斑. '浮雲

錦'と類似する｡同年芸｡

21 `孔雀丸' (Kujakumaru) :白黄葉脈

斑.獅子､柴柄石化`福達磨'の芽条

突然変異o　上に秋芸｡

22 1串良獅子' (Kushim･jishi) :獅子､葉

柄石化｡東棟のヒダは細かいD秋芸｡

23 `熊野獅子'(Kumano-jishi) :獅子､子

J去:o　主に秋芸0

24 `クローバー'(Clover) :枝別れ　3出

複葉.稀に東柄が分枝する.周年芸0

25 `鶏冠'(Keikan) :葉柄石化｡葉脈の先

端部は角状になる.主に秋芸o

26 `玄海獅子'(Gen也i-jishi) :獅子､葉柄

†i化｡集線のヒダは鋸状になる｡秋芸｡

27 `玄海達磨獅子' (Gtnkai-daruma-

jjshi) :獅子､葉柄石化｡葉身化した

部分は太くなる｡秋芸｡

28 `玄海錦' (Genkai-nishiki) :黄白中斑｡

斑は不安定｡周年芸｡

29 `ゲンコツ' (Genbtsu) :獅子､葉柄石

化｡葉身化した部分は太く､葉身は大

きな波状になる｡葉面の軟毛が長期間

残り､全草が灰白色にみえる｡秋芸｡

30 `荒神' (Kojin) :獅子､葉柄石化o菓

縁のヒダは非常に細かい鋸状になるo

秋芸｡

31 `薩摩牡丹'(satsuma･botan) :獅子｡集

録のヒダは細かく､紅白色を帯びる｡

葉面の軟毛が長期間残り､全草が灰白

色にみえるo頭花は帯緑黄色.周年芸｡

32 `四国神龍' (shikoku-shinryu) :獅｢､

葉柄石化､管咲き｡舌状花の先端が裂

けるo　秋芸o

33 `紫京殿' (Shishinden) :羅紗､獅f､

枝別れ秋芸｡

34 `七福' (shichifuku) ･.白散乱柴は不

定形｡夏期に暑さで地上部が枯れるこ

とがあるoリュウキュウツワブキとい

う説もあるo　周年芸｡

35 ■白浜獅子'(shimhama-jishi) :獅子｡

薬面の軟毛が長期間残り､全章が灰白

色にみえるo　周年芸｡

36 `神竜' (shinryu) :獅子､柴柄石化o

葉縁のヒダは鋸状になる.秋芸｡

37 `青龍角'(seiryuldku) :獅子､枝別れ

葉に光沢がある｡主に秋芸.

38 `千寿'(seqju) :八重咲きo栽培環境に

よってツバキの唐子咲きに類似した

花型になったり千重咲きといわれる

花型になったりする｡

39 `竜頭'(Tatsugashira) :甲龍､昇龍o

リュウトウ(Ryuto)､リュウズ(Ryuzu)

ともいうo栽培環境によって芸が出な

いことがあるo　古くからある品種o　_l三

に秋芸｡

40 `達磨獅子(Daruma-jishi) :獅+,柴

柄石化｡葉身化した部分は非常に太く

なるo稀に子宝芸が現れる｡主に秋芸｡



March 2007 奥野他:古典幽芸植物ツワプキ

42ZpKEBRiidERnL蓑ggggiggggg533喜萱ESwsgggmggg三ew謹裏芸gggigi55g喜gggi蓋gwag喜ggSSgiEgs喜iiiggPs:蓋iigiggEggiB喜iEgegiigiigggggEg葉芽-r41 `佃島'(Tsuhldajima) :不規則な白斑､

受け､縮緬､甲綻｡周年芸0

42 `手雀' (Temari) :獅子｡ `福寿牡丹1

の芽粂突然変艶Cやや稀に雨垂れ芸が

現れる｡周年芸｡

43 `天星' (Temboshi) :白黄星斑｡キモン

ツワブキの一品種で､普及している｡

周年芸｡

44 1波千鳥' (Nami-ehidori) :千鳥咲き.

45 `白鳥' (tlahlCho) :白曙斑｡周年芸｡

46 `白兎' (Hakuto) :頭花は黄白色｡ `大

社白'(Taisya･shiro)は同晶私

47 `芭蕉扇'(Basho_Gen) :自責星斑｡菓身

が円形になる｡リュウキュウツワプキ

という説もある｡周年芸｡

48 `飛車角' (Hishakaku) :羅紗,獅子｡

集線のヒダは極めて粗い｡秋芸0

49 `姫神龍'(ロime-shiJIryu) :獅子､葉柄石

化｡葉緑のヒダは鋸状になる｡秋芸｡

50 `姫達磨' (HimeJaruma) :獅子､葉柄

石化｡葉脈の先端部は角状になる｡秋

芸｡

51 `百寿'(Hyakuju) :八重咲き｡ツバキ

の唐子咲きに類似した花型｡

52 `平都子'(Him･jishi) :獅子｡菓身は殆

ど内曲しない｡葉面の軟毛が長期間残

り､全章が灰白色にみえる｡主に秋芸｡

53 `福寿牡丹'(Fuknju-tx)tan) :獅子｡稀

に葉柄石化芸が現れる｡主に秋芸.

54 `福達磨' (FukuJaruma) :獅子､葉柄

石化｡集線のヒダはやや細かい｡秋芸｡

55 `福満凌' (FuknmatlJTO) :獅子､葉柄

石化｡集録のヒダは細かい｡秋芸0

56 `平成獅子'meisci･jishi) :自責星斑,

獅子､.葉柄石化｡ `星斑神竜'

(Hoshifu-sinJTtl)は同品種｡主に秋芸｡

57 `紅甲龍' (tieni-korytL) :縮緬,甲龍,

昇龍｡葉柄は濃褐色｡周年芸｡

58 `紅珊瑚'(Bemi･sango) :自責星斑,節

子｡ `鏡獅子'の芽条突然変異といわ
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査する必要があるo　また全章サイズについ

ての記載も控えたが､これは全章サイズが

栽培環境によって著しく変化するためであ

り､記載にはより多くの観察データが必要

と考えられる｡今後とも収集､観察を継続

し､最終的には体系的分類を試みる予定で

あるが､園芸品種の保存､普及にあたって

は統一された命名機関の設立が望ましい｡

原稿を読んで貴重なご意見をいただいた

黒川迫博士にお礼を申し上げます｡

引用文献

Forhne, R. 1860. Notes on some Chinese

plants recently introduced to Eng】and･

Gard. Chron, 1860. p.170.

深江輔仁. 918.本草和名復刻日本古典全

集.現代思潮社,東京.

花にんき編集委員会(編). 2001.ツワブキ

葉変り.斑入り､最先端の至芸.花に

んき2. pp.3-29.流出版,東京.

Hooker, J. D. 1862. Ligularis Kzempferi vat.

aure0-maculata. Curtis's Bot. Mag. Tab.

5302.

石井勇義. 1953.つわぶき属.園芸大辞典

第4巻. pp.1555-1557.誠文堂新光

社,東京.

伊藤伊兵衛三之丞. 1695.花壇地錦抄.巻

之四､五.

岩崎港園. 1828.本草図譜.巻之十五.湿

草部.

貝原益軒. 1694.花譜.巻之下九月.

貝原益軒. Ⅰ694.大和本草.孝之九草之

五.

相同精三･荻巣樹徳. 1997.石蕗.絵で見

る伝統園芸植物と文化. pp. 236-238,

アポック社出版局,鎌倉.

木村陽二郎. 1988.つはぶき.図説草木辞

苑. p.257.柏書房,束京.

Kitamura, S. 1939a. Exposltiones PJantarunl

頭花の色は帯緑黄色｡周年芸｡

72 `鷹山' (Yozan) :鋸､甲能｡葉身は不

定形で多様｡周年芸｡

73 `羅紗王' (Rashal0) :羅紗o周年芸｡

74 `擢生門' (Rashomon) :羅紗､短鶏o

葉身は不定形で多様｡周年芸0

75 `乱舞' (Rant)u) :千鳥咲き｡

76 `龍角' (Ryukaku) :葉柄石化剰灰の

先端部は角状になる｡秋芸｡

77 `竜月'(Ryugetsu) :雨垂れ｡集身は不

定形｡春芸｡

78 `竜神' (RyujiJI) :獅子､葉柄石化｡葉

脈の先端部は緩やかな角状になる｡秋

芸｡

79 `龍泉の舞'(Ryusen-no･mai) :縮緬､昇

龍｡顕著な昇龍芸が複数現れる｡秋芸｡

80 `竜宝' (Ryuho) :葉柄石化｡葉脈の先

端部は角状になる｡稀に斑入り葉が現

れる｡秋芸｡

81管咲き0 1 (KudazakiOl) :管咲き｡

82管咲き0 2 (RudazakiO2) :管咲き｡

83管咲き0 3 (KudazakiO3) :管咲き｡

84管咲き0 4 (Kudazaki04) :管咲き｡

85斑入り0 1 (下uiriOl):黄白覆輪斑｡

86鑑入り0 2 (FuiriO2) :黄曙斑｡

87斑入り0 3 (Tuiri03):自散斑｡仮称`五

月雨' (samidare)

88斑入り0 4 (TuiriO4) :自曙斑｡

89斑入り0 5 (Fuiri05):黄白曙斑C仮称
`黄金月'(Kogane-zuki)

90斑入り0 7 (Fuiri07):白樫輪斑｡

91斑入り0 8 (Fuiri08):白樫輪斑｡

今剛ま次の理由により産地の報告を控え

た｡∵薩摩牡丹'は古くから栽培されてきた

産地不明の個体であり､奥野が命名し普及

させた品種であるが､最近では九州産また

は鹿児島県産とされて流通している｡この

ことは現在流通している品種の産地情報が

必ずしも正確ではないことを示しているこ

とから､産地や交配親については情報を精
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Novarum Orientali-Asiaticarum 4. Acta Lindley, J. 1857. New plants. 190･ FaffLgiu

grande. Card. Chron･ 1857･ p･41

劉　尚乱1989.中国植物志. 77(2)菊寺;

4.科学出版社,北京.

牧野富太臥1916.款冬ハふきこ非ズ.軸

物研究雑誌1: 15-18.

松田　修. 1971.風土記の植軌　植物とj:

化2: 36-59.

水野元勝. 1681.花壇綱目.網上

水野忠暁. 1809.草木錦葉集.後編巻之

五.

水谷豊丈1809.物品識名.乾Z,.

最新園芸大辞典編集委員会(編). 1983. 1

ワブキ属.最新園芸大辞典第4巻

pp.2481248.誠文堂新光社,東瓦

寺島良象1712.和漢三才図会.九十四;

末.湿草類.

粛　培根(主編). 1992-1993.中国本草B

録巻1-別.中央公論社,東京.

Phytotax. Geobot･ 8: 75 - 90･

ntamura, S. 1939b. Emendanda.　Acla

Phytotax. Geobot･ 8: 268･

北村四郎. 1982.ツワブも　北村四郎選集

Ⅰ落葉. pp.195-197.保育社,大

阪.

北村四郎. 1985.款冬花と棄ff.北村四郎

選集Ⅱ　本草の植物. pp.585-589.煤

育社,大阪.

北村四郎･冨永　達･溝口正1虹1989.ツワ

ブキ属.園芸植物大事典3. pp.303-

305.小学館,東京.

清原重臣1827.有毒草木図説.臥

木島正夫. 1986.棄吾.北村四郎監修.本

草図譜総合解説1. p.349.同朋社出

版,京都.

降旗道雄･広瀬嘉道. 1981.ツワブキ.ガ

ーデンライフ11月号. pp.88-95.誠

文堂新光社,東京.
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体における傘表皮の厚さは70-1CKJFLmで､類

球形､類三角形､類四角形をした細胞が6段

から8段重なった形により構成されている｡

そのF側には傘の実質があり､この部分は径

4-5FLmの透明で細長く錯綜した菌糸により

構成されている｡表皮を構成している細胞の

人ささは､ L部ではその径が約10FLm､下部

ではやや大きく径は20FLmである｡傘シスチ

ジアは傘の表皮より発生している｡

傘シスチジアに関しては､傘の上表皮層か
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A C B

･二一一日･ ･

阿1チチタケ止. volemu,)の傘表皮および傘シスチジア　A.表皮の上層より発生している薄壁

シスナジア(Typel)･ B表皮の上層より発生しているやや厚壁シスチジア(Type2)･ C.点

J女のLF･1日より発生している岸壁シスチジア(Type3)

∴.∴_
Ll(r2　Typelの傘シスチジ7

[:.ti iiI;.
EX13　Type2の傘シスチジア 図4･ Type3の傘シスチジア

スケ-ル:図1-4=10FLm



March =()07 奈良他:チチタケの傘シスチジア

lx15　チチタケの傘/スチノア(竹pel&Type　　図6　チチタケの傘ノスチノア(Type3)

2)

､聖.掛.･ . .与

図7.チチタケの傘シスチジア(Type3)　　　Lgは･チチタケの傘シスチジア(Types)

スケール　快15-8-10JLm
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材料および方法

観察に用いた試料は, 2005年8月1日に福

島県双葉郡楢葉町乙次郎において､奈良が採

取したチチタケ(奈良､標本番号No.602)であ

るo　この生の資料の傘を切り出し,薄い切片

を作成して水で封入後､光学顕微鏡にて観察,

併せて写真撮影を行った｡

結果および考察

視察の結果､この資料には次に示す3種類

の傘シスチジアが観察された｡

1.表皮の上層から発生している薄壁のシス

チジア(Type 1)

傘の上表皮層から発生しており､大きさは

18-30×5-9FLm､形はフラスコ形､紡錘形､

槍先形で､透明､蒔壁(厚さ0.3vm以下)で

ある(図1A､図2,図5)0

2.真皮の卜層から発生している薄壁～やや

惇壁のシスチジア(Type 2)

Typelと同じく､傘の上真皮層から発生し

ており､大きさは20-37×4-6FLm､形はフ

ラスコ形､紡錘形.槍先形で､透明,薄壁

(0.3FLm)から厚壁(0.5pm)である(図1 B､図3 I

図5)｡

3.表皮の中層から発生している厚壁のシス

チジア(Type 3)

傘表皮細胞の表面より2段目から5段目の

細胞である中真皮層より発生しているシスチ

ジアで､大きさは40-59×4-7FLm､細長く､

形は長い槍形で､厚壁(0.5FLm)からかなり厚

壁(1.5FLm)であるoその多くは1-2枚の隔

曙が見られる(図1C､図4､図6､図7､図

8)｡また､シスチジアの基部の厚壁部分およ

び基部付近の細胞の一部は､それらの細胞壁

自体が淡褐色から濃顔色に着色されており､

これらの色素が子実体の傘表面の色に強い影

響を与えている｡これらの特徴により, Typt

3の傘シスチジアは他のタイプからは明瞭に

区別できるo

なお､それぞれのタイプの傘シスチジア¢

占有率は, Type1 :Type 2 : Type3でおよそ

62% :22% : 16%であった.

表皮の中層から発生している厚壁のシスヲ

ジアがこれまで報告されていなかった理由と

しては次のことが考えられる｡ (I)Type 3 0:

シスチジアは発生量が少ないこと｡ (2)新魚∃

な状態の試料を用いて注意深く観察しないと

見落としてしまうこと｡ (3)傘の表面近くて

はType 3のシスチジアは厚壁でなくてやや

厚壁になっているために､ Type2のシスチシ

アと混同してしまう,などである｡

これらのことから､これまでの研究者は､

チチタケの傘シスチジアを表皮の上層から罰

生している薄壁シスチジア(Type 1)とややJi

壁のシスチジア(Type 2)のみであると報告し

たのだと推測できる｡また､チチタケのシフ

チジアの観察には新鮮な試料を使って観察う

ることが大切であると示唆しているo

引用文献

Franzlin, F. 2005. Fungiof Switzerland. volume (

Russulaceae. pp.120 ~ 121. Verlag Myco

logia, Luzem.

Heilman-Clausen, J" Verbeken, A., Vesterholt, J

1998. The genus Lactarius. Fungl 0

Norlhen Europe 2. 287pp. Danish Myco

loglCal Society, Copenllagem

Hesler, L.R., Smith, A.H. 1979. NorthAmericaI

species of Lactarius. 84lppI University 0

Michigan Press,Ann Arbor.

今関六也･本郷次雄. 1989,原色日本新菌類

図鑑(II). 314pp.保育社,大阪.
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March 20()7　　　　　　　　　　　　Godo eta/ : Jon beam mutat"n oftriploid Senno

Table I. Effectofl:cionbeam fresh 1/2 MS mediumwithout any plant gro

irradiations on survival rate of regulators･ Furthermore, they were propagated

explants of Senno･　　　　single-node method (Pierik 1997), then ro°

Dose Survival rate

0　　　　　87.0　±11.3

2.5　　　　　85.4　±9.1

5　　　　　94.5　±4.9

7.5　　　　　85.8

10　　　　　84.5　±14.5

20　　　　　　0

50　　　　　　　0

Color mutations such as white or pink

plantlets were potted in 6 cm diameter pots

acclimatization for ca. one month. Altho

several plants died during acclimatization, 3

1441, 449, and 445 plants irradiated at 2.5, 5,

and 10 Gy, respectively obtained.

Several mutations, such as varlegated lea

(Figs･ 2a, b), abnormal flower shape(Fig. 2C)

hairless (Figs. 2d, e), were observed in pla

grown in a glasshouse (Table 2). However, flo

Were not observed in the present examinati

Flower-color or -shape mutants were isolated in verbena, petunia and dahlia at doses

to 10 Gy･ It might be that there is the tendency to mutate among genotype. In the n

grow)ng season, expression of hairless was stable, though flower shape mutated pta

produced normal flower and almost of plants selectedwith varlegated leaves produce
few varlegated leaves･ Plasticlty Of expression of mutated characters was also reported

abnormally shaped leaves of Japanesepear (Osawa el a/. 2005). It might be difficult for

fixation of these mutations on Senno because trlploid plants could rarely produce proge

However, Miyazaki et a/. (2002) selected un-chimerical variegated leaves petunia us

combination of heavy-tom beam irradiation followed by the selection among many sho

regenerated from explants of varlegated leaves in vitro. On the contrary, shoot regenerat

from leaf segments of Senno has not ye( been successful. Therefore it is necessary

establish useful shoot regeneration system from leaves of triploid Senno for the effici

isolation of mutants.

Table 2. Effect of 12c ion beam on mutation induction in Senno.

｡｡se a∝1ima.ize｡ _誓.･_o_f_.p_lJa誓,W,iLhl "flo.Loefr怒aan:;.:itch

No.of

lants Variegated leaf (%)　chan

No. of plants

without bai一 (%)

0　　　　　86　　　　　　0 (0%)

2.5　　　　　393　　　　　2 (0.5%)

5　　　　1441　　　　21 (1.5%)

7･5　　　　　449　　　　　7 (1･6%)

10　　　　　445　　　　　5 (1.1%)
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T_- '室-謂

aJ
Fig. 2. Mutations of Senno irradiated with 12c ion beams･ a) Ⅵriegated leaves

in a plant that had been irradiated with 5 Gy･ Bar indicates 1 cm･ b)

variegated leaves in a plant that had been irradiated with 10 Gy･ Bar indicates

1 cm. C) Flower shape mutation (left: original Bower, right: abnormalflower

irradiated with 5 Gy). Bar indicates 2 cm･ d) Hairless mutant (arrow)･ e)

Hairless mutation (left: original plant, right: mutation irradiated with 10 Gy)･

Bar indicates lcm
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神戸敏成')･奥野哉2) .斉藤宏之3).宮沢

豊3).龍頭啓充3) ･福西暢尚3) ･阿部知子3):

重イオンビーム照射がセンノウ(LychnlS

sen〝oSlebold et Zucc.)の生存率と突然変

異の誘発に及ぼす影響
3倍体センノウの変異体獲得のために炭

素イオンビームの照射を行った｡ 1ケ月間､

10mglのBAを添加したMS培地で培養を

行った節に､炭素イオンビームを0-50Gy

の強度で照射した｡照射後､試験管内でシ

ュートを増殖させた｡この過程で20Gy以

上の強度の照射を行った節は全て枯死した

が､ 10Gy以下では強度に関係なく生存率

は約85%であった｡増殖したシュートは試

験管内で発根させた後に順化し､ガラス室

において継続して栽培を行った｡順化に成

功した393個体(2.5Gy)及び1441個体(5

Gy)､ 449個体(7.5Gy)､ 445個体(10Gy)

について調査を行ったところ､各強度にお

いて1-2.5%の頻度で､葉の斑入りや花型

の変化､毛の欠矢などの変失体が得られた｡

毛の欠矢の形質は､翌年も発現し安定して

いたが､花型の変異形質は初年度の視察に

とどまり､葉の斑の出現は不安定であった｡

(L)富山県中央植物園　〒93912713　富山

県富山市婦中町上轡田42: 2) 〒　599-8236

大阪府堺市中区深井沢町3250-201 ; 3)理化

学研究所仁科加速器研究センター　〒351-

0198　埼玉県和光市広沢2-1)

-_一二::I-_=1-- -:_二
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f･花)､シャガ).japonL'caThunb. (中国名:初

蝶花)､イチハツ/. 1ectorumMaxim. (中国名:

店J宅)のアヤメ属3種とヒオウギBelamcanda

chinensts (L) DC. (中国名:射干)がある｡

日本ではイチハツは観賞用として栽培される

だけで野外に自生することはないが､シャガ

は本州から九州の樹林下で自生し(佐竹

1982).しばしば優占して生育する.しかし､

[1本のシャガは人家近くに生えていることや

3倍体でほとんど種子が実らないため､イチ

ハツと同様に古い時代に中国から伝来した植

物であると考えられている(堀田ら1989)o

また､カキツバタは中国､朝鮮､東シベリア､

アムール､ウスリー､オホーツクに分布し､

日本では北海道から九州まで広く自生する

(大井1983)｡日本では生育地である湿地や

池沼の開発や園芸用の採集により個体数が減

少しているため絶滅危倶日額に指定されてい

る(環境庁自然保湾局野生生物課2〔伽)｡ヒ

オウギは日本の本州西部から四国､九州と中

国､朝鮮､ウスリー､鰍川､インドに分布し

(大井1983)､観賞用として園芸的に栽培さ

れることもあり､園芸種にペニヒオウギ､キ

ヒオウギ､ダルマヒオウギなどがある(佐竹

1982)｡これらの中Lj;Jとの関係が深いシャガと

イチハツおよび国内で生育地の少ないカキツ

No 1

バタ､ヒオウギのアヤメ科の4種について分

布や分化の仕組みを解明し､保全の基礎的情

報を得るため.中国雲南省で生育状況などを

調査した｡

生育状況調査

調査地の選定は､昆明植物研究所の植物標

本館の収蔵されている標本を手がかりに決め

以下の日程で野外調査を実施した｡

9月2-9日　雲南省北西部(保山一大埋一腰

江-香格里i立)

調査対象種:カキツバタ､シャガ､イチハツ

9月12日　良明市内(安宇温泉)

調査対象種:ヒオウギ

9月16-22日　雲南省南東部(文山一西時一

麻栗披-金平-南沙-建水)

調査対象種:ヒオウギ､シャガ､イチハツ

それぞれの種が確認された場所での生育状

況の調査はBratm-Branquet (1964)の植生調

査法に従って行い種組成と植生断面図を各棟

ごとにまとめた｡土壌pHを堀場製作所製∝

｢twin pH B212｣を用いて調べ､生育が確認

された場所や土壌pHなどを¶lbk lにまとめ

たo　また､近隣の住人に薬用などの利用方法

についても聞き取り調査をした｡

調査対象としたアヤメ科4種について昆明

Table 1 ･ l･ocalities of the four species of the lridaceae surveyed in Yunnan Province, China.

hcality AJtittJde SoilpH Condition

Id hzevigab

Beihai M00r, Tengchong, Baoshan DISt (保山区勝衝北海湿原) +　1730m　　　5.6　　　　wiJd

I.jaLTOnica and I. fecionLm

Yangbi, Dali Disl･ (大理市琳鼻) *　　　　　　　　　1840m　　7 3　　nat..,alized?

I.japonL'ca

Hetot)Gun, JlnPlng, Honghe Dist. (虹河区金平河火)　　1710m cultivated

I. LectonLm

Baishahuguosi,Lijiarlg City (麗江市白沙折国寺)　　　　2700m nat..ralized

BeLam catzLhz chitzens血

Fadou刈rLZhai, Xichou, Wenshan DISt (文山区西時法頭偏岩) *　　1520m　　7. 1　　　wild

Jinchang, Malipo, Wenshan Dist, (文山区麻栗披金｢)　1550m　　7,4　　　wiJd

･灘主, , and., a霊還元打一些吐
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植物研究所の標本飾(RUN)に収蔵されてい

る雲納'rlで採解された標本およびGoldblatt

(1981, 1984, 1985, 1988) ､ Goldb加&Johnson

(1990, 1991, 1994, 1996, 1998, 2003)により報

fl]--された染色体数をまとめAppendixに記し

た｡

現地朗在中に自生または栽培を確認した場

合は､株分けで宙を収集して昆明植物園内で

抜上た･系統保存している.なお､収集した標

本は富山県中央植物園標本庫(TYM)に保管

している｡

1.カキツバタIriSlaevLgaEa Fisch (Table2,

Fig. 1, Plate 1-A, B)

カキツバタは中国雲南省の北西弧　保山地

区膝沖の北海湿原に現在-箇所だけで自生が

知られている｡北海湿原は大部分が高層湿原

となっていて､ほとんどの部分が国により保

護地域に指定され保護監視員を配置して植物

等の保護に努めている｡カキツバタは湿原の

中央部の浮島に広く生育が確認された0 2箇

所で植生調査を行い､同所的にみられた植物

にはLeersLa herandra (イネ科)､ AILma

plantogo-aquaEL'ca (オモダカ科) ､ ImpatienS SP.

(ツリフネソウ科)､ Lobert-ahybrLda (キキョ

ウ科)が多かった｡湿原の浮島の水のpHを

計測したところpH5.6で､神戸ら(2006)に

より測定された土壌のpH6.6よりも酸性の傾

向を示した｡

Table 2. Species composition of lns lacvi

gaEa community at Beihai, Tengchong.

41)

Plot 1　　P]01 2

10×10　10×10

ZiJght (m)

Cover (%)

Lns LaevlgaLa

LeersLD /zexL71Zdra

ALISma P血nEog0-0qualLCO

InpaLLe,LSe SP

ArulZdLnelta sp

BuptezJ, um SP.

Cl,peruS jZacclduS

Eleocんd r上∫ dulcLS

ELeocharLs sp

EragrostLS un10tO,des

EriocaLLLoIZ decemPorum

EzJPhorbJLZ hJunL'Psa
EuphorbEc pepLaS

EuphoT'bELZ SP.

LLIpocorpha mLCrOCeP/Zala

LobelLG JlybrLda

Monochon'G VagLnDELS

NGJaS nZmOr

Nymphaea teLragona

PoLygoTlum ChLnen.Se

PoEonwgeton dLfL,'lZCLus

RyfznchospoTO TIJbrLZ

Sacc▲oIepis LndLCa

ScFrpuS aSL'atL'cus

ScirpzLS LrzqueEer

2.シャガIrisJaPOnica Thumb. (Table3, Fig.

plate LC, F)

日本と中国に分布する種で､雲南省では]

西部､ ･南東部に見られた｡雲南省北西部大

市様も糾こ自生状態で生育するのを確認し,

こでは幅5mほどの河川沿いに実を採取す

ためのグルミの仲間九glans sigL-llaEaが植栽

れ　この樹冠の下や比較的湿った場所に多

ll     ts    ll     ul   ]s     (I     Lh Ap     ll    Lob u

Fig･ 1･ Vegetation profile of lrLS laevlgaEa population, the plot 1 at Beihai, Tengchong

Abbreviations: IJ, IrlS LaevLgaEa; Lh, Leersta hexandra; Ap, Alisma plantogo-aquafE･ca; Js

lmpaElenSe SP.: Ij)h, Lobella hybrL'da; H, herb layer･
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コ-ヒ-の栽上.lLi-により荒れており､見つける

ことはできなかった.また.ここでも薬用と

しておらず,花の跳官をHlであった｡

3.イチハツI'･tS tecEOrum Maxim. (Table 3,

Flg. 3, Plate I-C, D, E)

イチハツは中田中南部に//J布し､日本で見

られるイチハツは古い時代に中国から渡来し

た植物と考えられている｡雲南省北西部の大

恥11i沫擬でシャガと同所的に自生するのを確

認し､その様子は上記のシャガに示すとおり

である｡イチハツには根茎を解熱､消化不良､

水腫､打身などの薬用効果はあるようだが(堀

mら1989)､現地の人に伺ったところ､シャ

ガとr[司じく花の観賞用とするだけのようであ

った｡また､シャガと同様に果実をつけた花

茎は1つも確認できず､近くに住む人々も果

実は見たことがないそうである｡これらのこ

とからイチハツも人為的にこの地に持ち込ま

れたものと推測されるo

歴江市自沙桝当寺では畑の土手沿いに10m

ほど並ぶように生育していた｡近隣の集落の

庭先にもイチハツを栽培しているところがあ

り､ここでも人為的な導入であろう｡ほかに

も雲両省の南部では鉢植えで栽培されている

のをしばしば見かけた｡

4.ヒオウギ　Belamcandachl'nensis (し.) DC.

(Table 4, Fig. 4, Plate ll)

標本記録のあった昆明市内の安千の磨盤山

でヒオウギの分布調査をした｡樹高3m程度

の二次林の山で､切り立った斜面には時折石

灰岩が蕗出していた｡ヒオウギは根茎を薬用

としてよく利用されるため,人々が野外で見

つけると採集してしまうらしい｡この場所で

はヒオウギの生育は確認できず,人による採

集によって絶えたものと考えられる｡

雲南省南東部から南部にかけてヒオウギの

調査を行った｡硯山から西時の調査中に民家

の庭先に鉢でヒオウギを栽培しているのを見

Fig･ 3･ Vegetation profile of Belamcanda

chL'ner7SLS, the plot 2 at Fadouxinzhai,

Xichou. Fined masses indicate outcrops

of limestone. Abbreviations: Rk, Rosa

banksL'ae; Lo, LL'ndera ommunlS; Sd,

SchLIzachyrLum delavayi: Cf, Cotoneaster

PanchetiL; Op, Chyspora paniculaEa; Na,
NephrolepLS aurLCulata; Cd, Cyclosorus

dentatus; Hf, Holboellta fargesL-1; Bc,

Belamcafula chlnenSlS; T2, subtree layer;

S, shrub layer; H, herb )aycr_

かけた｡その個体が近くに山で採集したこ

を聞き､その付近を踏査した｡カルスト台

からなるいくつもの尖った山々が散在する

所で(plate ILA)､植生は何度か伐採された

次植生で樹林は発達せず､しばしばコウヨ

ザンCu'mLnghamLa lanceolataが植林され

ウモロコシやソバの畑として利用されたと

ろも多いo　この付近では自生する個体は3

体しか発見できなかったo　生育地は全体に串

燥気味に感じられたが､いずれもヒオウギi

ごつごつと石灰岩の露出する場所に成育し､

地面にはコケの仲間が生え湿り気味であっ

同所的にLEndera communL'S (クスノキ科)､

Schizachyrlum delavayE (イネ科) , LuculL

pE'nceana (アカネ科) ､ NephnolepLS aurLCulat

(ツルシダ科) Jmperata cylmdrica (イネ科

などが見られた｡ヒオウギを栽培している

に聞いたところ､胃の調子が無いJ-きLr純

部分を薬用として利用するとのことだった｡

人々が野外で自生個体を見つけると採集し

51
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持ち帰るため自/i:_する個体が減ってしまった

そJ)であるoそのため自宅で栽培しているも

のは､ Irf壬近では必ずしもL日収りということで

はなく､近所の万に株分けで伯たり､販売し

ているものを購入することもあるそうだo

Table 4L Species COmPOSition ofBelamcaf7da

chzncnL"i COmmunlty at Fadouxinzhai,

XIChOu.

PIot 1 Plo12

rrL') 5×5　　　5×5

H･ghE (rrl)　　　　　　　　　　　　　　　　4

Cover (%)　　　　　　　　　　　　　　　　10

CunnzhgluZmLLZ lonceoIatJ=

RoSa bonksLae　　　　　　　　　　　　　2. 1

HJght (m)

Cover (%)

LJndero o7TlTTZunlS

SchLZLZChyrzum deLovayL

LucLJlz叩lTf亡eOna

Coton亡LZ∫ler PancJIEm

Ho/boeIILa JargeSJJ

(九ysporo paJlfCLL/CtO

AlZLLO,IJ-叫,r･TC,JohJLS

F7ELLS tL上ouo

flelwLng-a JaPO/ZECLZ

L0,,.cera ]qpohZCLZ

Tyracahlhc JorLuneo,ro

tTerb layer

lHghりm)

Cover (%)

NE･ph,all,PLS OurJCuLala

ScJ. EZaCj.yrLLJm deLavDy.

CycLosorJLS dehLdtLLS

Impe,-aLa cyLmdncp

Berchem,a yzJ榊LZnenSZS

LL7Zder｡ OmITrZulLS

ArLemLSLG COdonocephola

CeJIIElla a∫LAIJCa

EIshoLaza sp

FyracdnEJza lortu〝eEZTZLZ

AechmLZnIJzer｡ tome17(050

AhOPhaJFS COnIOTILl

AntlOTES SqrOCJJoLLLJS
LleILlmEalldo rJlmehSZS
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Appendix

l･カキツバタIriS laevigata Fisch,

Fo Ha主 (悌海) all. 1536m, May 1936,

C.WWang RUN 0310174

Chromosome number: 2m=28, 32, 34

2･シャガIrLSJaPOnica Thumb.

騰沖県古永猿橋海波山alt. 2800m, May 20,

1964,武素功KUN 0310139;麻栗城LlT',-g'Ii･

帥all. 1200m, Jam. 13, 1940,上啓無K

0310138;金平県永平河頭築後111 all. 1900

Dec. 12, 1938,李錫文KUN O310136; i;

尚義村李子坪, Apr. 27, 1929,秦仁呂K

0310135;犀辺県一区老害石頭案alt. 1500

Mar. 26, 1954,毛　品一一　KUN O3101二

茸撃iiiig5g誓ii?
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4.ヒオウギ　Belamcanda chblenS''S (L.) DC.

Sトchour-hsien, Faa-doou all. 1400- 1450m,

Sep. 18, 1947, K.M.Feng KUN 0229832,

0229835;戯江解(Li-Kiang Hsien)all, 2500m,

June 1935, :t三　倍無　KUN 0229833; Y. Yam

Sham Hsien, Bar-garb all. 1100m, Nov. 17, 1939,

王啓無KUN 0229834; Shunnlng, Hila alt.

1600m, Sep, 8, 1938, TTYu KUN 0229837; a

西糠澗治江岩瓦, Nov. 3, 1940, S.A. KUN

o229838;元PEl南沙alt. 330m, Nov. 12, 1973,

陶KUN0020493, 0229839;安子県温泉磨盤

山alt. 2030m, Jut. 16, 1965,実征鎧KUN

()229840;励海alt. 1150m, Åug. 29, 1955, KUN

o229841;技山県海賦後山alt. 1600-1700m,

oct. 2, 1958,武泰功KUN 0229843, 0229847;

l'-柚"E.ミalt. 1500m, Sep. 24, 1933,察希陶

KUNO229844;侃山県八喝alt. 1100m, Nov.

∴
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Plate I. Three species oflri5 Observed in the field surveys in Yunnan Province. A& B, Habitat of

lrは[aevLgata at Beihai, Tengchong. C & D, Habitat off. japoFZL'ca and I tectorum at Yangbi, Dali.
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Plate lI･ Belamcanda chL'nensL's observed ill the field surveys in Yunnan Province. A & B,

Habitat at Fadouxinzhai, Xichou C, Long stem of B･ chlnenSLs cultivated h a farm at

Heloucun, Jinp1mg.
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物や､富山県内では僅かな記録しか知られて　ゲミノキツネノボタンRanunculus mu,,･｡

いなかった植物の生育を2006年度の野外調　L･はイブキキンポウゲR. japonicus Th

査および標本調査により確認したので報告す　va.. ,･bukiens,･s Tamu,aと､オカタイトコ

る｡　　　　　　　　　　　　　sedum JaPOnlcum Siebold ex Miq. S

今回､富山県新記録として報告する10分類　oryzlloIL･um (Makino) H･ ohba ∨arl pumL･lum (

群は､いずれも富山県における生育の記録が　ohba) H. OhbaはメノマンネングサsedL

『富山県植物誌』 (大田他1983)などの文献に　japonicum Siebold ex Miq･ subsp･japonL･cum
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イヌヌマトラノオLysimachLa Xpilophora

(Honda) HondaはヌマトラノオL. fornnel'

Maxim.およびオカトラノオL, clethrol'des

Dubyとそれぞれl･-淀された標本が富山市科

学文化センター標本庫(TOYA)にも収蔵され

ていた｡
一方､富山県稀産分類群として報告する4

分類群は､これまで富山県内での確実な生育

記録がごく僅かにしか知られていなかったも

のであるo　このうち･マツモceratop/zyllum

demersum L.は『富山県の絶滅のおそれのあ

る野生生物(レッドデータブックとやま)』(富

山県生活環境部自然保護課2002)で絶滅危倶

種(cE) ､シズイsctrpus nLPPOnLcus MakirLOお

よびホタルサイコBupLeurum longiradiatum

Turcz. var. breviradLaEum F. Schmidtは同書で

危急種(vU)とされているものであるが､本調

査により富山県内に新たな生育地を確認する

ことができた｡また､ヒナノカンザシ

SalomonL'a oblongLIolia DC.は22年前に射水市

で得られた標本があるがその存在はほとんど

知られていなかったものであるが､今回当時

の採集地と同じ場所に現存することを確認し

た｡

なお､本報告で引用した標本は､富山県中

央植物園標本庫(TYM) ､富山市科学文化セン

タ-標本庫(TOYA)および富山大学薬学部附

属薬用植物園標本庫に収蔵されている｡

1.富山県新記録分類群

1-1･チャボノシッペイ　Eremochloa ophiu-

roides (Munro) Hack.イネ科

富山Llrl.･中央植物園友の会植物誌部会(以下

植物誌部会と略)会員の高橋正則が､富山市北

西部のLt陸地に位置する最近造成された墓地

内の空き地で生育を確認し､標本を作製した

(Fig. 1)｡本種は東南アジアから中国南部原産

の帰化植物で､栃木県､神奈川県､三重県､

兵仲県､ r軌LJ県､鹿児島県に生育が知られて

いるが(木場2003)､富山県の近隣地域では現

在のところ報告はないようであるo　富山県中

央植物園標本庫や富山市科学文化センターに

は本種と同定された標本は収蔵されておらず

イネ科の標本中にも県内や近隣地域で採集さ

れた本種と同定されるべき標本は含まれてい

なかった｡

証拠標本:富山市三熊大谷100m,高橋正

則, 2006.10.8 (TYM15787).

1-2･ヒメグルミ　Juglans mandshuricd

Maxim. var. cordllormLs (Makino) Kitam.クJL

ミ科

南砺市中部に位置する山田川の河岸崖面剖

分で大原が生育を確認し､標本を作製した｡

今回得られたものは､変種関係にあるとさal

るオニグルミJuglans mLZndshurL'ca Maxim. va】

sachalbzensis (Miyabe et Kudo) Kjtam.と果実

以外の特徴では差異はみられなかったが､杉

黒は偏平な円心形で長さ3cm未満と小型で､

表面は下半部に1本の縦溝がある以外はほほ

平滑であることを確認し(Fig.2)､本分類群と

同定した｡本分類群は栽培のみが知られると

されることが多い(大井1983,山崎1989

0hba 2006).北村･村田(1992)は長野県伊邦

谷ではヒメグルミは里の小川に沿って野生o:

オ二グルミと混生していることを報告した上

で､里の栽培晶が野生化したものとも､野生

のものとも考えられるとして明言を避けてし

る｡その一方で､本州北部(上原1961)や､東

北地方および甲信越地方(佐藤1991)に分荊

すると述べている文献もあるほか､岩手県(岩

手植物の会1970)から兵庫県(福岡ほか

2000)に至る地域の植物誌類には本分類群を

取り上げているものがあり､岩手植物の会

(1970)は｢植栽品だけといわれていたが､ヰ

県には上記のように自生品がある｣と特記し

ている｡富山県の近隣地域では長野県(中り

1997)､新潟県(上野1991)､福井県(渡il.

2003)に記録があるo今回富山県で見つかった

生育地は周辺にカキ畑があるが､少なくとも

現在はヒメグルミは栽培されていない｡また､
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城端ナチュラリスト研究会の大浦正光氏(臥

伝)によれば､山田川の上流部にあたる南砺市

城端ダム周辺､同水系の小矢部川上流部にあ

たる同市刀利ダム周辺でも本分類群の生育を

確認しているとのことであるが､これらの場

所やその上流域には集落はなく､逸出品とは

考えにくいo　このようなことを考慮すれば､

本県におけるヒメグルミも自生晶である可能

性が高いと推測される｡富山県中央植物園や

富山市科学文化センターの標本庫には本分類

群と同定された県内産の標本は収蔵されてい

なかった｡これらの標本庫には富山県内産の

オニグルミと同定された標本は多数収蔵され

ていたが､その大半は核果が着いていないの

で､ヒメグルミが混在している可能性もある｡

県内での分布状況については上述の南砺市以

外では不明であるが､神通川や黒部川の河口

付近でも冬季には漂着したオニグルミの核果

に混ざって､その数パーセントの頻度でヒメ

グルミの核果が採取されることから､これら

の河川の集水域である県中東部にも生育して

いる可能性が高い｡

証拠標本:南砺市中尾山田川南東岸180m,

大原隆明, 2006.ll.5 (TYM15788).

卜3.トゲミノキツネノボタン　Ranunculus

muricalus L.キンポウゲ科

2001年頃から水上が南砺市中部に位置す

る水田の畦部分で生育を確認していたが,

2006年に証拠標本(Fig. 3)を作製したのでこ

こに報告する｡生育地はヘビイチゴ､スズメ

ノカタビラ､ヒメオドリコソウなどが優占す

る水田のあぜ部分であったが､今回標本を採

集した近隣集落の数箇所でも同様の環境の場

所で生育を確認した｡今回得られたものは全

体が無毛であり､果実に刺状の突起があるこ

と(Fig.3B)を確認し､本種と同定した｡これ

らの生育地はいずれも耕作地内であることか

ら､牛糞堆肥などに混入して進入した可能性

が考えられる｡本種はヨーロッパ､西アジア

原産の帰化植物で､国内では本州から九州に

---- T=:義-I-1喜:- = -- ---_ _:-
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の状態であり､独特の形状の果実は観察でき

なかったが､全体が無毛で多肉質であること

や､花はほぼ白色でごく小型であること(Fig.

58)を確認し､本種と同定した｡本種は北ア

メリカ束岸中北部原産の帰化植物で､国内で

は北海道､本州(東北及び中部地方北部)に生

育が知られており(中井2003)､富山県の近

隣地域でも新潟県(浅井1982)に記録がある｡

2006年には鳥取県での海岸でも生育が確認

されたとのことであり(清末幸久私信)､現

在徐々に日本海側の南方に向かって生息範囲

を広げていく過程にあるのかもしれない｡富

山県中央植物園や富山市科学文化センターの

標本庫には本種と同定された標本は収蔵され

ておらず､アブラナ科の標本中にも本種と同

定されるべき標本は含まれていなかった｡

証拠標本:射水市港町庄川河口東岸0.5m,

三箇紀昭, 2006.7.25 (TYM15791),

ト6･オカタイトゴメ　sedum I-aponE'cum

Siebold ex Miq･ subsp･ oryzlfoIL'um (Makino) H.

Ohba var･pumilum (H. Ohba) H. Ohba　ベンケ

イソウ科

富山市八尾町中部の神通川中流域に位置す

る石の多い氾濫原で大原が生育を確認し(Fig.

6)､標本を作製した｡一見したところは本県

の海岸や山地の岩場に多いメノマンネングサ

Sedum Japonicum Siebold ex Miq･ subsp･

japonicumに酷似するが､今回得られたもの

は茎が高さ5cm以内､柔は長さ3mm以内と

明らかに小型であることや､高橋(2001)がオ

カタイトゴメの特徴として挙げているように

柴緑がごく微細な突起状になっていることを

確認し､本分類群と同定した.本分類群の分

類学的正体は未だに不明であり､帰化植物ま

たは園芸植物由来とも考えられ､国内の分布

は未詳とされている(天野2003)｡学名につい

ても諸説があるが､今回は最新のohba

(2003)の見解に従った｡富山県の近隣地域で

は今のところ報告はないようである｡富山県

中央植物園や富山市科学文化センターの標本

庫に収蔵された標本中には本分類群と同定さ

れたものは収蔵されていなかったが､富山庁

科学文化センターに収蔵されているメノマン

ネングサと同定された標本中には本分類群と

同定される魚津市産の標本(TOYA 29981

TOYA60013)が含まれていた｡

証拠標本:魚津市釈迦堂埋没林博物館]

号館海側アカマツ植栽下2m,石津秀知(92)

1994.6.20 (TOYA 29981) ;魚津市釈迦堂埋沼

林博物館2号館海側砂地2m,石須秀知(124)

1994.6.29 (TOYA60013) ;富山市八尾町中胡

通神通川西岸50m,大原隆明, 2(沿6.6.25

(TYM15792).

1-7･オクシモハギ　Lespedeza da'′idiLI Franch

マメ科

植物誌部会員の三箇紀昭が富山市南西部に

位置する山間部の林道沿いで生育を確認し､

標本を作製した(Fig.7)｡今回得られたものは

小葉は円頭で最大のもので長さ8センチと大

型であること(Fig. 7A)､両面有毛で特に裏面

は密毛があり帯白色に見えること､花序が短

いこと,琴歯は狭三角形で毛が密生し先端か

鋭く尖ること(Fig.7B)などを確認し,本種と

同定した｡本種は中国の華中､華南に広く力

布する帰化植物で､日本では山口県､愛媛県､

香川県に生育が知られている(大橋ほか

2003)｡これらの生育地はいずれも林道法面で

あり､土木業者による中国産種子の散布によ

り侵入したものと推測されているが､今回高

山県で確認された場所もやはり林道沿いの草

地であることから､同様の経路で侵入した可

能性がきわめて高い｡富山県の近隣地域の文

献類には記録がないが､石川県では宝達山周

辺の林道沿いに数箇所の生育地が確認されて

いる(久保広子私信)｡富山県中央植物園や富

山市科学文化センターの標本庫には本種と同

定された標本は収蔵されておらず､ハギ属の

標本中にも本種と同定されるべき標本は含ま

れていなかった｡

証拠標本:富山市山田鍋谷500m,三箇紀
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昭, 2006,10.4 (m15793).

卜8･二シキアオイ　Anoda cristata (L.) D. F.

K.Schlldl.アオイ科

南砺市中部のダイズを転作中の水田で水上

が生育を確認し,標本を作製した(Fig.8)｡密

に長毛がある分巣が10-20個輪状に並ぶ様

子はイチビAbutL'lon theophraSEi (L,) Medik,に

似るが(Fig.8A)､今回得られたものは乗が浅

く3裂し全体としてやや五角形を帯びること

や(Fig. 8B)､花弁が淡青紫色であることなど

を確認し､本種と同定した0本種は北アメリ

カ中南部から南アメリカ北部原産の帰化植物

で､国内では本州から九州に生育が知られて

おり(高橋2003)､富山県の近隣地域でも長野

県に記録がある(高橋1997)｡高橋(2003)は神

奈川県では牧場の牛糞をまいた跡にみられた

ことを述べているが､今回富山県で見出され

たものについてもダイズの肥料として使用さ

れた牛糞から侵入した可能性がきわめて高い｡

富山県中央植物園や富山市科学文化センター

の標本庫には本種と同定された標本は収蔵さ

れておらず､アオイ科の標本中にも本種と同

定されるべき標本は含まれていなかった｡

証拠標本:南砺市信末,水上成雄, 2(X垢.9.30

(ryM15794, 15795).

ト9･ナエバキスミレ　vl0la brevLst'buLaEa

(Franch･ et Sav･) W･ Becker va,･ kLshidae (Nakai)

F.Maek.etT.Hashim.スミレ科

立山町東部に位置する北アルプス山系の亜

高山帯(標高2300m)で植物誌部会員の石揮岩

央が2CO6年8月19日に生育を確認し､証拠

写真を撮影した(Fig. 9) ｡この場所は中部山岳

国立公園の特別保護地区内に当たるため､証

拠標本は採集していない｡今回確認されたも

のは変種関係にあるオオバキスミレ74oLa

bren'zstljnLLata (Franch et Say.) W. Becker var.

brevL'stlbulaLzzに似るが,茎は赤みを帯び有毛

で10cm前後と低いこと､葉は茎につく最大

のもので長さ3-3.5cmと小型で厚く光沢が

あること(Fig.9A)､花が直径1センチ程度と

61

小型であること(Fib 9B)を確認し､本分類群

と同定した｡また､同一分類群に纏められる

こともあるダイセンキスミ　レ　vTu血

brevbtbukzta OIranch･ et SAY.) W. Becker var.

血r (Nakai) F. Maek. et T. Hashim.にはより

酷似するが､今回確認されたものは明らかに

岩礁の下に長い根茎を伸ばす様子が明瞭に観

察されたため胞g,9A)､今回はナエバキスミ

レとして区別して扱った｡今回見出された場

所は崩れやすい花樹岩質の岩礁地で､ショウ

ジョウスゲやヤマハハコなどとともにパッチ

状に生育している場所(F転.9C)が5箇所ほど

観察できた｡本分類群の分布域については東

北地方南部から北アルプスとされることが多ド

ま

ま言

ih

FU

･9)

いが(浜1975,いがり1996)､地域的にB

越地方以北としており､富山県についてト

及されていない｡ 『緊急に保護を要する勢

物の種の選定調査のための植物都道府県男1

担表』((財)日本野生生物研究センター19

~∴~二

いため､今回は同定を見送った｡
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県では本分類群は絶滅危倶Ⅱ類(vU)とされ

ていることから(石川県環境安全部自然保護

課2州))､本県でも分布調査を早急に行う必

要がある｡なお､本分類掛ま花が美しく､採

取による減少も懸念されるため､今回は詳細

な地名を挙げることは差し控えたい｡

I-10･イヌヌマトラノオ　LysLmaChLa x

pL'[ophora (Honda) Honda　サクラソウ科

本分類群はすでに2(氾2年に大原および中

田が富山市婦中町西部の丘陵地2箇所で生育

を確認し標本を採集していたが､ 2006年に新

たに2箇所(富山市婦中町および射水市)で生

育を確認して標本を作製したところ(Fig 10)､

これらが本分類群に当たるという確信を得た

ため今回富山県新記録植物として報告する｡

本分類群はオカトラノオ　LysLmachia

cleEhroides DubyとヌマトラノオLysL'macht'a

lortunel Maxim.の雑種と推定されているも

のだが､今回得られたものはいずれも茎上部

はヌマトラノオのように無毛ではなくオカト

ラノオと同様毛が散生すること､葉はヌマト

ラノオとほぼ同様の倒披針形で細く､先はオ

カトラノオほど尾状鋭尖頭にならないこと

(Fig lOA) ､花序の向きはほぼ直立するがわず

かにカープしてオカトラノオ(直立しない)と

ヌマトラノオ(最上部まで直立する)の中間的

な形状になること(Fig. 10A)､小花柄基部の

屯は長さ3.5-5 mmでオカトラノオ(2.5-

3…)とヌマトラノオ(6-8 mm)の中間的な

大きさであること(Fig. 10B)などの特徴があ

り､全体としてオカトラノオとヌマトラノオ

の中間的な形質状態を示すものであった｡同

属のノジトラノオLysL･macJlia barySEachyS

Bungeは横形がイヌヌマトラノオと似てい

るが､今回得られたものは上述のように茎の

毛は散生する程度で密生しないこと､葉脇か

らほとんど短枝を出さないことなどの特徴が

あることから､ノジトラノオではないと結論

づけた｡なお､大場(2003)は検索表中で､オ

カトラノオを葉柄基部と茎の節の上部は赤紫

色に染まるグループに､イヌヌマトラノオを

染まらないグループにそれぞれまとめている

が､今回得られたイヌヌマトラノオではいず

れも葉柄上部が多少とも赤紫色を帯びている

ことから､少なくとも本県で見られるもので

は葉柄基部と茎の節の色の違いは両者を識別

するよい形質とは考えにくいb今回県内で見

出された4箇所はいずれも丘陵地の谷間に位

置する標高50-100mのやや湿潤な草原内で

各集団とも個体数は少なくなかった｡これら

の中には同所的に両親種が生育する場所(射

水市上野)もあれば,ヌマトラノオのみしか見

られない場所(富山市婦中町吉谷)も含まれて

いた｡また､富山県中央植物園および富山市

科学文化センターの標本庫には本分類群と同

定された標本は収蔵されていなかったが,富

山市科学文化センターに収蔵されている標本

中のヌマトラノオと同定された南砺市産の1

点(mYA8357)と､オカトラノオと同定され

た滑川市産の1点(TOYA38623)および富山

市産の4点(TOYA6033, 44335, 44336, 67867)

はいずれも本分類群と同定されるものであっ

た｡ 『緊急に保護を要する動植物の種の選走

調査のための植物都道府県別分担表』 ((財)

日本野生生物研究センター1992)には本種は

青森県から鹿児島県に至る広い地域の23県

で生育が確認されていることが示されており､

本県の近隣地域の植物誌類でも長野県(今井

1997) ､岐阜県(長瀬1987)および福井県(渡辺

2003)に記録がある｡本分類群は『環境庁レッ

ドデータブック20X)』 (環境庁自然保護局野

生生物課200)では取り上げられていないが､

都道府県版のレッドデータブックでは秋田県

(秋田県生活環境文化部自然保護課2002)と

長野県(長野県自然保護研究所･長野県生活環

境部環境自然保護課2002)の2県が｢分布上

希少な雑種｣として扱っている｡富山県の場

合､本分類群は『富山県の絶滅のおそれのあ

る生物(レッドデータブックとやま)』発行時

点では県内での生育が未詳であったため取り
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ヒげられていないが､現場の状況や過去の標

本から推測する範囲では県内に広く生育して

いる可能作が高く､個体数も少ないとは考え

にくい｡今後県内での詳細な分布を調査する

必要はあるが､現時点では絶滅の恐れがある

植物としてとくに取り上げる必要はないと考

えられる｡

証拠標本:滑川市行田公園10m,太田通人,

1986. 7.18 (TOYA38623 :元同定オカトラノ

オ) ;富山市(原記録:大沢野町)牛ヶ増,太田

道人, 1981.7.4 (TOYA6033 :元同定オカトラ

ノオ) ;富山市坂下新50m,太田道人･坂井奈

緒子, 1994. 6.29 (TOYA67867 :元同定オカト

ラノオ) ;富山市婦中町下瀬80m,大原隆明,

2003.6.27 (TYM15796) :富山市婦中町(原記録

婦中町)高塚50m,太田道人, 1987.6.27

(TOYA44335, 44336 :元同定オカトラノオ) ;

富山市婦中町吉谷100m,大原隆明･志内利明,

2006.7.3 (TYM15800115803) ;富山市婦中町葎

ケ原　80m,中田政司, 2003.6.27 (TYM

15797) ;射水市上野小柳下堤40m,大原隆

明･志内利明, 2006.7.3 (TYM15798, 15799) ;

南砺市(原記録:城端町)立野原,浦田敏孝,

1982.8.23 (TOYA8357 :元同定ヌマトラノオ).

2.富山県稀産分類群

2-1･シズイ　scLlrpus nLtPOnicus Makino　カ

ヤツリグサ科

富山県中央植物園の中田政司と神戸敏成が

朝日町北西部に位置するゴルフ場内の浅い地

中で開花期に､山下寿之が同所で結実期にそ

れぞれ確認し､標本を作製した(Fig. ll).シ

ズイは同属のサンカクイとやや似た外観を呈

するが､今回得られたものはいずれも地下茎

が伸長しないこと､梓とは別に数枚の長い葉

が積出すること(Fig. llA)､小穂は長楕円形

で細く先が尖ること(Fig. llB)を確認し､本種

と同定した｡富山県では太田(1995)が小矢部

市の1産地を報じたのが本種の唯一の記録で

あり,今回見出された産地はこれに次ぐ県内

2箇所目の確認例となる｡現地はヒツジグ

やカンガレイ､ミソハギなどが水中に生育

る水深10-20cm程度の池で､シズイは30

万メートル程度の面積に群生していた｡角

(1994)の本種の分布図では､北海道から九

(最南は熊本県)に至る29都道府県で過去

採集された標本があることが示されており

図中に生育を示す点がプロットされていな

県でも､ 9県のその後の植物誌類やレッド
一夕ブック類で取り上げられているので､

計38都道府県に記録がある｡本種は『環境

レッドデータブック2CKX)』では取り上げら

ていないが,東京都(東京都環境局自然保護

1998)､神奈川県(勝山ほか2CK枯)､大阪府(

阪府20α))で絶滅種(EX)とされているの

はじめとして,分布が知られている都道府

の7割弱に当たる25都道府県版のレッドデ

タブックで絶滅の恐れのある植物として扱

れている｡富山県の近隣地域でも本種の生

が確認されている4県のうち､新潟県を除

3県でレッドデータブックに取り上げられ

おり､福井県(福井県自然環境部自然保護

2004)では絶滅危倶Ⅰ類(cR, EN相当)､長

県(長野県自然保護研究所･長野県生活環境

環境自然保護課2002)および石川県(石川

環境安全部自然保護課200)で絶滅危倶Il

(vU)として扱われている｡ 『富山県の絶滅

おそれのある生物(レッドデータブックと

ま)』では危急種(vU相当)として扱われて

るが､既知の産地は2箇所しかなく,生育

積はきわめて狭い.本種の生育環境は浅い

栄養の湖沼やため池であるが､このような

境はきわめて消失しやすいことを合わせて

慮すると.今後富山県版のレッドデータブ

クを改定する場合には富山県カテゴリーの

滅危倶種(cR, EN相当)として扱うのが妥

かもしれない｡なお､下記に記述する小矢

市産の標本については､発見者の意向によ

詳細な地名を挙げることは差し控えたい｡

証拠標本:下新川郡朝日町棚山300m,
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戸敏成･中田政司,2006.6.28 (TYM15810) ;山

下寿之, 2∝垢.9.1 (TYM15811) ;小矢部市65m,

赤井賢成, 1994.7.26 (TOYA45152).

2-2･マツモ(広義) ceraEophyllumdemersum

L　マツモ科

射水市南部に位置するため池中で川住清貴

氏と植物誌部会員の石揮岩央が確認し､標本

を作製した(Fig. 12)｡マツモは沈水型のキク

モLimnophL'la sessilLj7ora Blumeやミズスギ

ナRolala hthpuris Makinoにやや似た外観を

呈するが､今回得られたものは葉が二交状に

分かれ(Fig. 12B) ､裂片の緑に鋸歯があること

を確認し､本種と同定したoなお､マツモ(広

義)は果実の形状により､狭義のマツモvar.

demersumとゴハリマツモvar･ quadrispinum

Makinoの2変種が区別される(角野1994)｡

今回の確認時には果実がなかったため川住民

が同所で採集したものを栽培中であるが､未

だに開花結実は観察されないとのことであり､

今釧ま広義のマツモとして報告することとし

た｡ 『富山県植物誌』 (大田ほか1983)では河

川市高月､富山市富山城祉堀､氷見市十二町

潟の3箇所が産地として挙がっているが､前

2者は標本が富山県中央植物園や富山市科学

文化センターの標本庫には残されておらず,

その現状もまったく不明であるo富山市科学

文化センターの標本庫には上述の氷見市十二

町潟のはか､氷見市一別産の標本が収蔵され

ており､この2箇所に今回の射水市を加えた

3箇所が現在のところ県内における確実なマ

ツモの産地である｡なお､氷見市十二町潟の

生育地については既に消滅したものと考えら

れていたが､ 2006年に再び生育が確認された

(llりFl私信)D今回マツモが見出された射水市

の生育地はため池中の水の流入口付近部分で

あったが､調査時にはかなり減水しており,

カンガレイやオオハ1｣イなどが生育する泥上

に数十個体が散乱している状態であった｡ 『緊

急に保護を要する動植物の種の選定調査のた

めの植物都道府県別分担表』 ((財)日本野生生

物研究センター1992)には本種は岐阜県以外

の全都道府県で生育が確認されていることが

示されているが,岐阜県についても後述する

ように各県版のレッドデータブックに記録が

あるため､国内の全ての都道府県で生育記録

があることとなる.本種は『環境庁レッドデ
ータブック20CK)』では取り上げられていない

が､群馬県(群馬県2002)で絶滅危倶Ⅰ類(cIミ

EN相当)とされているのをはじめとして､全

国の3割強にあたる16都道県版のレッドデー

タブックで絶滅の恐れのある植物として扱わ

れている｡富山県の近隣地域でも5県すべて

で各県版レッドデータブックに取り上げられ

ており､長野県(長野県自然保護研究所･長野

県生活環境部環境自然保護課2002)では絶滅

危倶IB類(EN) ､新潟県(新潟県環境生活部環

境企画課2001) ､石川県(石川県環境安全部自

然保護課2㈱)および福井県(福井県自然環

境部自然保護課2004)では絶滅危倶II類

(vU)､岐阜県(岐阜県健康福祉環境部自然環

境森林課2001)では準絶滅危倶種(NT)とし

てそれぞれ扱われている｡ 『富山県の絶滅の

おそれのある生物(レッドデータブックとや

ま)』では絶滅危倶種(cR, EN相当)として扱

われているが､証拠標本が残る確実な産地は

3箇所しかなく､いずれも生育面積が狭いこ

とから､このカテゴリーランクは妥当である

と判断される｡

証拠標本:射水市上野滝谷福田池40m,

川澄清貴･石揮岩央, 2006.10.8 (mM15812) ;

氷見市十二町潟,進野久五郎, 1947.8.25

(TOYA12831) :氷見市-勿Fjため池,中川定

-, 2αX).9.9 (TOYA52386) ,

2-31ヒナノカンザシ　Sh/omonia obLongEIoIL'a

DC.ヒメハギ科

射水市南部に位置するため池畔の草地で植

物誌部会員の石揮岩央が確認し､標本を作製

した(Fig. 13)｡今回得られたものは､繊細で

分枝の少ない茎上に長さ1-2mmで帯紅紫色

の花と小妹のある果実がつくなど独特の形状
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を′Jけことから(Fig. 13B)､本種と同定したo

『'.･;1;EJ似植物誌』 (人目ほか1983)などの県内

のフロラを扱った文献では本種の名前はまっ

たく挙がっておらず､富山県中央植物園や富

山市科学文化センターにもこれまで県内産の

標本は収蔵されていなかった｡しかし､富山

l'Ji科薬科大学(覗:富山大学薬学部)附属植物

園標本リスト(有揮2(氾1)には､今回生育を確

lifLlJ.した綿打池で1984年に採集された本種の

標本が収蔵されていることが記されている｡

そのため､この標本を採集した同園の藤野虜

1≠氏に伺ったところ､当時本種を確認した生

育地は今回標本を採取した場所とまったく同
一の部分であることが判明した｡今回の確認

は既知推地の再確認ということになるが､県

r人Jに本種が/I:.育することはほとんど知られて

いないため,藤野氏の/郎若を得た]二でここに

純子L.-する次第である｡ヒナノカンザシはこの
′t:_育地ではシカクイやアリノトウグサなどと

rla/Lこしており､2006年時点での生育面積は10

､1'-･jJLメートル程度とごく小さく個体数は数十

個体程度であったが､藤野氏のご説明から判

断する限り1984年当時とあまり大差はない

ようである｡ 『緊急に保護を要する動植物の

種の選定調査のための植物都道府県別分担

表』 ((財) Fl本野生生物研究センタ- 1992)

には本種は茨城県以南の本州の主に太平洋側､

川同､九州の計23府県で生育が確認されてい

ることが示されているが､この中では生育が

ないとされている4県でもその後に発行され

た各県版のレッドデータブック等に報告があ

るため､計27府県で生育記録があることとな

る0本種は『環境庁レッドデータブック2㈱』

では取り上げられていないが､福井県(福井県

['I然環境部自然保護課2004)および和歌山県

(和歌山娯2001)で絶滅種(EX)とされてい

るのをはじめとして､生育が確認されている

全府県の約8割にあたる21府県版のレッド

データブックで絶滅の恐れのある植物として

扱われている｡富山県の近隣地域で本種の記

_一一=--t一一

確認されたものは小色は長さ2-2.5mmで

花柄より短いこと､小花柄も果時でも3.5

4mmと短いことを確認し(Fig. 14B).ホタ

サイコ(狭義)に当たると判断した｡ 『富山

植物誌』 (大田ほか1983)では｢山地山範に



beI Bu11･ Dot. Card. Toyama

I:lg I lllノて'm,･t A/,,(, ,,),/〝t"',"`/(I".oHct;te(I m ToシanlLl (-)ly (TYM L57tt7). A. r'rl1nt Sc乙llL･

lnLtlCitteS 5cm, B. TIlnOrCSCen｡eS. SL=iIILI JndlC.llLtS 1 c111

rlg 2･ NLll or･/LJLdL,′～-a,)i(,I", ,"I ､壬Ir･ -′JL/-I"-S COllccle｡ =- Ni17-tt'(･)ty, -oy`l暮-lil

PTLLrL:CILTrC (TYM ) 57Hii). A. E:TOnh inヽ′　L3: SldtI VICW. Sc之IILIs H11日Cille 5--1nl

B



大原他:富山県フロラ資料(ll)Marchヱ0()7

Flg 3　RE"〟"I"I/LL-JLlrJ"Jnn Cl-lleLttCd tn Nantl- Clly. Toymu PrLIItctut一汀YM 1 57Hり).

^　PLtlnl Scale H(Ill:iLtC5 3C111. Ii_ I-rtlか. St..ale lnLILLL.11亡ゝ 5nll一一

fllg 4　L)I-/'/L'lLLtl･='･mIt/',/Lu u一日∝lcd 111 Tt,yami. (-tly lTYML57')O) A Plと11-i SciIIc lnLllCillLt､

5い11 1i lnflorL･SC(ニ11cc_ SL:ak llldlL:乙IIcゝ lcln

*

　

-

一室■,I.
一

●

､

･
.
i
,
i
.
 
-
巨

一

. : l･!,I:



68 Bull. Dot. Gard. Toyama

ル'磨り-

l ttt! 5 ( ■【Ii//c i,i/L･)1fz,lH eOLleL:led ln JmJZL】 (llty, lbyltnl.I F'rLitllccltu･C ( rYM157t)I ) A Pklllt

ScillLI lnLllc壬lLL_tゝ 5°m fi lnnorcscencc. ScとIk mdit;LILcs 3mm.

′

rliiL (,･ムtJ亡/J〝/l /a/,,ノ〝/( Z,I" SubSP ∫"r=t/･,/LEJ′〃 ､`lr. /川/fZI/LI〝mL flowcrl】1g StagLl日日oy`llnil

Ctty (JMle 25.コ00(,)



March 2n()7

･ L′轟

磯､

入射山:富LIJ県フロラ損料(ll)

hg 7･ l`)､J'C'J'･=〟 EJ"H,/〟 e州ecIC11 ,.. -oヶa,T.a i lty ｢rl′M 15793) A l'ltlnL Sc;ll…1LllCLllLt､

5cnl li: I lo≠erh S｡ilk ln(llCilLeゝ.3mm.

I-･lg H fl"′`/Ll (JJ､/(〟uCO)lcL･L"=n N`"to (tlt)～ rOyi州u PrCllLICt川･( rYM15794) /＼ト●ruEI

scale mdlC.att:ド 5mm Ll Le乙Ir ScこIILt lndlC;llcs lcm



70 Bull Dot Ga止Tbyama

r唱. I)一1 I(Jl`′ /u'(･l /ul/"I/(,I(, ､乙ll iIJ川/a"1日1t)"ull1g SLage =- Iillcyillnil l州ll･ loyun-il

PlLl仙ILHC(′＼ug lL).コ0()()) ′＼ l'hnl､ fi Ho＼ヽcr ScalLl ln(JIG(ltCS nlnl C　‖:1hllllt



大原他:富山県フロラ讃fHll)

トIti LO Ll･､Inlfl(ht(I /M/LJP/7ut･tJ COHecILld Ln Toy三m-Ll (､lLv (TYM157t)3) A: PliulL

sLtlt｡ JlldLC.ItLt､ 5CHL Fi MILIdle lWl or.ntl(,leゝccnUU ScL･EL. mJLC山C･､ 3n.nl

トIg H　5日,I)I/† 〃I/,I脚M(LE～ Cl)LklCIcd ln ^hLlhl rO"n, 1.0)′unlil l'rLlltLtLulLl ( I YM15fi10) A

Pk川r Sc(llLl lndlCillLlヽ 5cl11. rl lnnllrCSCCnCe SL-i】k llltIlt;.LlCヽ 5mm.

Ⅴ

-

y

p
/A

r

I

･

r

　

↑

　

　

､

㌧

し

-

も

叫

-

∫

,

･

･

l

,

a

-

J

　

.

.

･
.
1
′
恥
部

＼
　
ー

州
川
M
l

相
川
"
〟

＼

　

/

　

＼

＼



72 Bull Bo†. Card. Tbyama

トJg lコ( `,,L'/LJI,hJ〟〝,,∫ LJL7InL′…I171 C(,lleCtCd in hl･/u (●lty. ■loyim.a PzefLIL.lllrLl日YヽJl 15Hl2)

八　Pl;=t SeilIc ln(1icillLIS 5mm_ Ii: 1 etlVCS Sc乙11e mdICilteS lnlm

r tLu H　ヾ{II,),",〃7′`J I)/〉/,"7.ill/u//(I CO=ccled ln hllI'/LL riLv. `loy乙川1il Preflecltll-e (TYヽf l弓tq I j)

へl〉1ill1Lh Sc･iltC )ltd)Cul亡ゝ lcnl FうllllloIC.<CellCL:. Scil】L･ llldICiltCゝ 3111111

A

.1､

㌢
H
H
H
U
r

▲

I

 

I

 

I

　

-

-

1

J

l

･

　

‥

B

着

v

I

J

.

.

t

F

I

-

.

∫

-



March 2007

A　　　､

大原他:富山県フロラ劉l (ll)

rlg1 14 171lI,/(･LlJ "川/〃仰`〟/I(〟ll"7 ､ilr /}′-).uJIuIL"T COllected ln NこIntO (叫, TovこItlla l'rLlreCturLL

( I yMl5H14) A lIlanl. Sc･tLc =JIC･LtCS 5cln I- 1l-llorLtM:CnLC ScillC lnLllCLueS 51-1nl

県に記録がある｡本分類群は『環境庁レッド

デ-タブック2000』では取り上げられていな

いが,福井県(福井県福祉環境弧'l然環境森林

課2004)および京都府(京都府伽lii環境部介

画課2002)で絶滅(EX)とされているのをは

じめとして､過去に生育が知られている府ylT]

の過半数にあたる15府県版のレッドデ-タ

ブックで絶滅の恐れのある植物として扱わ才｢

くまれに,l=jS｣とした上で.黒部峡谷､利賀

村北部(今担Jの確認地点からは約4km離れた

別集団)の2箇所を産地として挙げているが､

これらの証拠標本は富山県中央植物園や富山

市科学文化センターには残されておらず､現

状もまったく不明である｡県内産の本分類群

の標本としては富山市科学文化センター標本

庫に収蔵されている富山市八尾町南部

(TOYA 50604)の標本が唯一のものであり､

今回確認された南砺市利賀村の生育地は証拠

標本を伴った2箇所目の確実な産地となるo

ただし､今回報告する生育地のホタルサイコ

の生育数はごく少なく､花茎が上がっている

ものは3個体が確認されたに過ぎなかった｡

『緊急に保護を要する動植物の種の選定調査

のための植物都道府県別分担表』 ((財)日本野

生生物研究センター1992)には､本分類群は

青森県から宮崎県に至る本州､四国､九州の

27都県で生育が確認されていることが示さ

れているが､これ以外に京都府でも後述する

ようにレッドデータブック中で確認報告があ

るため.計28者r僻県で生育記録があることと

なる｡富山県の近隣地域では岐阜県以外の各

ている｡富山県の近隣地域ではl二述

のほか､石川県(石川県環境安全部自然

2000)で絶滅危倶11類(vU)､新潟県(

環境生活部環境企画課2001)で準絶滅危恨

(NT)とされている｡ 『富山県の絶滅のおそ

のある生物(レッドデータブックとやま)』

は危急種(vu相当)として扱

近年に標本が得られている確

所しかなく､今回確認された

数が非常に少ないことから､

カテゴリーの絶滅危倶種(cR,

まれる可能性もある｡正確な半

富山市八尾町の集団の調査

お,富山県での絶滅が危供される要因とし

園芸採取が挙げられているため､今回は詳

井

誰

潟

福

保

新

の

∵-
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な地名を挙げることは差し控えたい｡

証拠標本:富山市八尾町(原記録:八尾町)

950m,太田道人, 1991.8.ll (TOYA50604) ;

南砺市　600m,大原隆明, 2006.9.9 (TYM

15814).

標本の閲覧に便宜を頂くとともに原稿を査

読頂いた富山市科学文化センター専門学芸員

の人LH道人氏､ならびに学芸員の坂井奈緒子

氏にお礼申し上二げます｡また､マツモの標本

および′ヒ育情報を提供頂き本稿での使用を許

HJトさった川住清員氏､ヒナノカンザシの過

去の生育状況をご教示いただき本稿で使用す

ることを許可くださった富山大学薬学部附属

植物陸】の藤野鷹番氏､南砺市におけるヒメグ

ルミの′E-_肯状況をご教示いただいた城端ナチ

ュラリスト研究会の大浦正光氏ならびに連絡

役をつとめて下さった小原耕道民､木谷二三

人氏､ノ氏取県におけるオ二ハマタイコンの最

近の帰化状況をお知らせ下さった鳥取県立博

物館学芸員の清末幸久氏､石川県におけるオ

クシモハギ､氷見市におけるマツモの情報を

それぞれ提供いただいた久保広子氏､中川定
一氏に感謝します｡
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富山県中央植物園研究報告

官山県高等菌類資料(5)

橋屋　誠

富山県中央植物園　〒939-2713富山県富山市婦中町上轡田42

Materials forthe fungus flora of Toyama Prefecture (5)

Makoto Hashiya

Botanic Gardens of Tbyama,

42 Kamikutsuwada, Fuchu-machi, Toyama 939-2713･ Japan

Abstract : Four rare fungi, TuLostoma striatum GCunn･, CyptoErama aSPraEa (Berk･)

Redhead & Ginus, HepaLopilus croceus (Pers.: Fr･) Bondartsev & Singer, FomL'EOPSis

nJ･g,a (Berk･) Singer were found in Toyama Prefecture. They are new to the fungus flora

or the Prefecture.

Key words :fungus flora･ new records, Toyama･

これまでに富山県内で記録された比較的

採集例の少ないと思われる4種を報告する｡

本報告で引用した標本は富山県中央植物園

(TYM)に保管されているo

1.ダイダイガサ

cypEOtrama aSPerata (Berk･) Redhead &

Ginus (キシメジ科) (Fig. 1)

2006年7月7日､植物園友の会きのこ部

会の栗林義弘氏により,富山市三熊にある

古洞の森のアカマツ･コナラ林内で,落ち

た枝上に発生した本種を採集された｡

本種の傘は.径が1-3cm,初め半球形

から後には平らに開く｡傘の表面は黄色く,

オレンジ色をした綿質のやわらかいトゲが

散在して､粘性はない｡ひだは上生～直生

し､白色で疎｡広葉樹の倒木や落枝から発

生する｡

本種は､世界の熱帯～亜熱帯を中心に､

北はカナダ南部､南は南アフリカに及び,

日本では関東以西および小笠原諸島に分布

する(今関･本郷1987)o　日本海側では石

川県で記録がある(石川きのこ会1999)が､

富山県での記録が日本海側では最東限とな

る｡

保管標本

富山県富山市三熊古洞の森､コナラなど

の雑木林広葉樹落枝上､栗林義弘､ 2006

年7月7日(M.Hashiya5596)･

2.ウネミケシボウズタケ

Tulostoma striatum GCunn. (ケシボウズタ

ケ科) (Fig.2)

2006年12月7日､富山市四方北窪のコ

マツヨイグサ､アレチマツヨイグサ､コウ

ボウムギ､ウンラン､アキメヒシバ､マメ

グンバイナズナの生える海岸砂浜で､植物

園友の会きのこ部会の栗林義弘氏により採
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Fig. I. Cyptotrama aspraLa (Berk.) Redhead & Ginus (M･Hashiya 5596), Scale bar

indicates Zcm.

Fig. 2. Tulostoma slrEaEum GCunn. (M.Hashiya 6663)･ Scale bar indicates 2cm･
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ていた標本(池田2005)で､後にウネミ

ケシボウズタケであることが確認された｡

今回の報告が富山県でのウネミケシボウ

ズタケ初採集記録になるD

保管標本

富山県富山市四方北窪八重津浜､海岸砂

挽栗林義弘2006年12月7日(M.Hashiya

6656).

富山県富山市四方北窪八重津浜,海岸砂

浜､桶屋誠､ 2006年12月8日(M.Hashiya

6663).

富山県富山市四方北窪八重津浜.海岸砂

浜､橋屋誠. 2006年12月24日(M.Hashiya

6666).

石川県河北郡内灘町大根布､海岸クロマ

ツ林(5年生程度の林)砂地上,能勢育夫､

1997年10月26日､ (M.Hashiya5482)

3.オオカボチャタケ

Hepalopilus croceus (Pers･: Fr.) Bondartsev

&singer (多孔歯科) (Fig･4)

2006年8月29日.富山市有峰の大多和

峠から東に伸びる県境尾根上で､植物園友

の会きのこ部会の池田則華氏によりミズナ

ラの大径木上で採集された｡

本種は柄が無く側着生で､傘は半円形～

丸山形｡傘表面は鐙黄色を帯びて凹凸が見

られる｡傘肉は軟骨質で黄色が強く､基部

から縁部にかけて放射状線と環紋が見られ

る｡管孔長は約7mm､管孔面は鐙黄色を

帯びており､管孔数は約5個/mmo菌糸に

は桂黄色の頬粒が多数付着したものが見ら

れる｡また子実体にKOH溶液をつけると

赤変する｡

本種の分布に関しては､北米東部､ヨー

ロッパ､アジアの温帯域で知られ､アジア

東部では中国と日本(北海道,本州)に分

布する(N血ez 良 Ryvarden 2001)｡池田

(2005)には｢北陸未確認｣とあるが､ 198¶

年に石川県山中町の杉ノ水県民の森で行わ

焦された｡

本種は､頭部の径0.8-1.2cm､上半分に

見られる内皮表面は平滑で薄茶色､下半分

には砂粒を付けた外皮が見られる｡頭部の

損にある孔口は軽く盛り上がり襟毛状の房

をつける｡柄は2-3 ×0.3-0.6cm､表面

は捲茶色でほぼ平滑.一部には縦溝が見ら

れ　基部には時に白い菌糸束が見られる｡

また頭部と柄とのつながりは弱く､頭部と

柄が分離した個体も採集された｡胞子は4
- 6FLmで球形～類球形､表面には畝状の

隆起が見られ走査型電子顕微鏡での観察

では､胞子に明瞭な肋骨状の条線が認めら

れる(Fig.3)｡本種はこれらの特徴によっ

て他のケンボウズタケの仲間と簡単に区別

することができる｡

TulosEoma Slriatumは､ wright(1987)によれ

ば北米･南米･アフリカ･オセアニアで記

録があり､国内では､福島県･千葉県･新

線ま県(浅井2004)､石川県(橋屋2006)で

記録がある｡このうち石川県の記録は､以

前ナガエノケシボウズタケ(T. PmbrLaLum

Fr. γar. campestre (Morgan) GMoreno)とされ

Fig･3･ Spore of TuLostoma striatum GCunn･

(M.Hashiya 6663). scale bar indicates

5〃m.
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Fig.4. HepaLopL'lus croceus (Pers･: Fr･) BondarLsev & Singer (M･Hashjya 5931)･

Scale bar indicates 5cm.

Fig,5. FomTtOPSLS nigra (Berk･) Singer (M･Hashiya 6078)･ Scale bar indicates 5cm･
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れた日本酢-i/-･会フォーレでは本種が採集さ

れたことがあるものの､この時の標本は石

川県には保管されていないと言う(池田

私信)｡標本のある記録としては今回の採集

が北陸初記録となる｡

保管標本

富山県富山rIJ'(IH人山町)有峰大多和峠､

半ば枯れかけたミズナラ大径木幹上池田

刑責､2006年8月29日(MHashiya5931)･

4.クロサルノコシカケ

FomL'topsLs nL'gra (Berk.) Singer (多孔歯科)

(Fig, 5)

2006年9月10日､富山市有峰で行われ

た､植物園友の会主催の第23回きのこ観察

会において､きのこ部会の伊藤春雄氏によ

り､倒木上(樹種不明)で採集された｡

本種は多年生で､柄はなく半背着生､傘

は馬蹄形～丸山形｡傘表面は黒褐色から紫

褐色で､縁部はなめし皮状だが古くなると

殻皮化して成長の過程を示す環満が見られ

る｡採集した個体は未成熟だったため､胞

子も観察できず､また傘の表面もベルベッ

ト状の紳かな菌糸に覆われており､縁部の

環溝もほとんど見られなかった｡傘肉は黒

褐色､柔らかなコルク質で同色の同心環紋

が見られた｡管孔長は5-6mm､管孔面

は暗紫褐色を帯びて､管孔数は約5個/nul｡

種の同定は森林総合研究所の服部力氏に依

頼した｡

海外では､北米東部と東アジアに見られ

(Nunez 良 Ryva∫den 2001) ､国内では,北海

道と本州(伊藤1955)､栃木県(栃木県

2002)､茨城県(今関他1988)､熊本県(西

田2005)で記録があるが報告は少ない｡し

かし本州にも多く見られるという(服部私

伝) ｡北陸地域ではこれが初めての採集記録

となる｡

保管標本

富山県富山市(旧大山町)有峰､広葉樹

倒木上､伊藤春雄､ 20()6年9月1(日1

(M.Hashiya 6078) ･
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